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喀 擾 中 ノ結 核 菌 護 明 ニ ハ 尿 素 法 果 シ テAntiformin

法 ヨ リ優 秀 デ ア ル カ

HeinrichSwiderski:IstzumNachweisvonTuber・

kelbazillenimSputumdasAnreicherungsverfahren

mitHarnstoffdemmitAntiforminwirklich

iiberlegen?

喀 疲 ・・硝 子 球 ヲ入vテ 瓶 ニ テ 振 盗 シ タSammel・Sputa

ヲ用 ヒ、 染 色 ・・Ziehl-Neelsen法 ニ ヨル 。 沈 渣 ハ更 二

Hohn氏 培 基 二 植 ヱ タ 。 硫 酸 ヲ加 ヘ ズ 。 遠 心 沈 澱 管 ノ

Tコ ル ク」栓 ヲparaMnierenス ル ナ ド注 意 スvバ 雑 菌

ノ登 育 ヲ 認 メ ナ イ 。Homogenisierungノ 黙 デ ノ・Anti・

formin法 が 良 好 デ ア ル 。 尿 素 及 ビAntiformin法 デ

・・遠 心 沈 澱 ス ベ キ 液 ノ 比 重 ガ 夫 々1145及1078デ ア

ル カ ラ 後 者 ノ方 力'菌/Ausschleuderbarkeit・ ・良 好 デ

ア ル 。雨 法 共 二 共 ノ沈 渣 ・・ソ ノ儘 デ ・・載 物 硝 子 二 附 著

シ 難 イ、 卵 白 ノ塗 抹 ヲ要 ス 。Antiformin法 デ ・・Ball・

.d

stガ 稚 く紅 色 二染 ル 、從 ツテ ツf聴 酸 「アル コー ノレ」

デ脱 色 シ過 ギル傾 ニ ナル ノデKontrast・ ・尿素 法 ヨ リ

悪 イ。 沈 渣 ノ菌 ノ密 度 ・・Antiformin法 ノ方 が大 デ且

ッ亭 等 デ アル 。60。 以 上 デ ハ雨 法 共 二結 核 菌 二封 ヌ ル

完 全 ナ ル殺 菌 力 ヲ認 ムル モ、60。 以 下 デ ・・差 が アル。

20。 デ ノ・尿素 液 ヲ6時 間 作 用 サ シテ モ殺 菌 力 ヲ認 メ ナ

f。Antiformin法 デ ・・20'30分 ニ シテ 完 全 ナ 殺 菌 力

ヲ誰 明 シタ。(刀 叔 山 農 野抄)

人 工 氣 胸 二於 ケ ル肋 膜 滲 出 液 二就 テ

BasilPapanikoau:BeitragzumStudiumderPle・

uraexsudatebeimkUnstlichenPneumothorax.
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滲 出液 ヲ認 メ ナ カソ タ65例

∂

滲 出液 ヲ認 メタ95例

1 8 9 11 11 17爾

縛激

67 22 16 29 21 46

95 30 25 40 32 63

蓋 瀧全隣 時1懲騨 繍

滲 出液 ヲ認 メタ95例

人工氣胸

完全

石合

完不
全

可
纏 敗95

滲 出液 ヲ認 メ
タ時期

57

8

40

5 ll9

春 夏 秋 冬

人 工 氣胸 開始
ヨ リ滲 出液 ヲ

認 ムル迄

4

12

16

1

了
7

9
σ

一Q
ソ

12

20115

可 「訂

ケ
以

6

月
上

ケ6

月

ケ3

日
川

2ー81

通r「薇

τ
24

一τ

生活環境
良 不良41110

総 婁交6514511119」55110

τ
(刀根 山 農 野抄)

小 見 期 ノ結 核 性 疾 患 二於 ケ ル 油 豫 備 ノ態 度

W.Reinhardt:DasVerhaltenderAlkahreservebei

tuberkul6senErkrankungenimKindesalter.

文 獄 上結 核 症 ノ滴 豫 備 ノ 態 度 二 關 ス ル 研 究 成 績 バー

定 シテ ヰナ イ。Gugelot氏 ノ・健 康4・見 デ ノ・51-58、

大 人 デ ハ53-77ト 報 告 シ テ ヰル 。 著 者 ノ本試 験 成 績

デ ノ・小 見 ノ 開放 性 、 一部 重 症 肺 結 核 症 デ 亭 均49.8.

同時 二腸 結 核 ヲ併 有 セル モ ノ ・1例.1・S.4、1例45.3。

是 等 ノ内病 勢 悪化 叉 ノ・死 ノ 榑 蹄 ヲ 取 レル モ ノ・干 均

46.3。 数 ケ 月前 迄 開放 性 ナ リ シモ ノデ 目下 ・・閉 鎮 性 、

引績 キ人 工 氣 胸 ヲ 行 ヒツ ・ アル モ ハ 雫 均53.1。 印

開 放 性 ノZF均 ヨ リ3.3高 値 ナ リ。早 期ミ・芝潤及 一 部 人 工

氣 胸 施 行 ノZF均52.4。 初 期 及 再1受潤 虹 二 氣 管 枝 振 張

症 叉 ・・肋 膜 炎 ヲ 件 ヘ ル 気管 枝 腺 結 核 又 ハ 慢 性 粟 粒 結

核 ノzF均51.3。 輕 症 患見 ノ卒 均 ノ・54.7デ 之 ノ・Gugelot

氏 ノ健 見 ノ値 トー 致 ス ル。痩 孔 ノ アル 骨 結 核 症 デ ノ、ZF

均45.8。 叉 痩 孔 ノ アル 腺 結 核 症 ノZF均54.1。 是 等 ノ

成 績 カ ラ シFテ著 者 ハ 結 核 ノ 進 行 ト福 豫 備 値 ノ減 少 ト

ノ・相 關 聯 ア リ ト述 ブ。(刀 根 山 赤 染 部 抄)



85～
ノ

」
J
J

肺 結 核 虚 脱 療 法 二 人 工 氣 腹 術 ノ購 用 。本 術 ヲ 妊 娠 末

期 又 ハ 分 姫 直 後 二 窓 用 ス 可 キ カ

L・Vajda:AnwendungdesPneumoperitoneumsin

derKoHapstherapiederLungentuberkulo・{・ .Obes

amEndeder$chwanger・chaftoderunmittelbar

nachderGebu▼ ・tanwendbarist.

人 工 氣 腹 術 ガ 肺 結 核 症 及 腸 結 核 症 治 療 一 有 致 デ ア ノレ
ロ

ト云 フ諸 家 ノ報 告 ヲ蓮 べ、 著 者 ・・1933年 二 雨側1生肺

結 核症 二 封 ス ル 人 工 氣 腹 術 二 就 テ 報 告 シタ ガ此 度 ノ・

當 時 ノ適 磨 症 以 外 二 肺 結 核 罹 患 妊 婦 二 子 宮 ノ 弛脱 セ

ル臨 刀叉 ・・分 娩 直 後 二 人 工 氣腹 ヲ 施 行 スル 様 推 賞 シ

テ ヰ ル。人 工 氣 腹 ヲ實 施 ス ル1・横 隔 膜 ガ突 然 降 下 スル

ノ ヲ防止 シ且 同 膜 ノ運 動 ヲ 制 限 シテ 治 療 的 数 果 ヲ納

メ ラ レル。空 氣 ノ吸 牧 ノ・緩慢 デ アル カ ラ横 隔 膜 ノ・緩 慢

二而 モ均 等 二低 位 二復 ス。本 術 ・・叉 人 工 氣 胸 術 及 横 隔

膜 瀞 経 捻 除 術 ノ頼i助 二役 立 ツ。(刀 根 山 赤 染 部 抄)

第101司 國際 結 核 會議 演 読 要 旨

X.InternationaleTuberkulose-Tagung.vom5.-9.

September1937inLissabonBerichterbtatter:Dr.

Fr.Redeker,Berlin.

木 會 議 ハ1936年 ス ベ イ ソLissabon二 於 テ 開催 セ ラ

レル 豫 定 デ ア ツ ヌガ、同國 ノ國民 戦 孚 勃 登/タ メ 延 期

セ ラ レ、 本 年1937年9月 、 未 ダ同 國 ヘ ノ旅 行 ノ・充 分

安 全 デ ナ カソ タ が、 各 國 カ ラア ラユ ル 困 難 ヲ 犯 シ約

150名 ノ出 席 者 が参 集 シ、 悪 ナ ク開 催 、3日 間 二亙 リ

下 記 圭題 二就 テ ノ學 術 報 告 が行 ノ・レタ。

第1日 肺 門部 陰 影1・ ソ ノ意義 。

第2日 成年 期 二於 ケ ル 初感 染 問題 。

第3日 家 庭 内 二於 ケル 開放 性 患 者 ノ問題 。

第1日 主 題DasR6ntgenbilddesHilusundseine

Deutung.

LopodeCai'valho(ポ ル1・ ガル):

從 來vermehrterHilus,verdichteterHilus或 ・・ver-

gr6sserterHilu31・ 云 フb、 肺 臓 ニ ノ・何 等 關 係 ノナ1

モ ノ ・様 二考 ヘ ラvテ ヰ タ ガ、1913年Engel以 來 多

数 ノ學 者 ニ ヨ リ之 二異 議 力'唱ヘ ラv、 正 常 ノHiluss.

chattenノ 分 析 ガ試 ミ レラ テ來 タ.明 瞭 ナ 淋 巴腺 陰 影

ヲ除 キ、 肺 門 陰 影 ニ ハ、氣 管 枝 分 岐 ガ大 ナル 關 與 ヲナ

ス ト云 フ モ ノガ ア リ、血 管 ガ圭 要 デ アル ト云 フ モ ノ及

ビ雨 者 共 重 要 デ アル ト云 フモ ノ トが アル 。コ ノ諸 説 ノ

決 定 ノ・、屍 艦 デ ナ ク生 禮 二就 テ検 査 シナ ヶ レバ ナ ラナ

イ。 近 年 氣 管 枝 二 就 テ ・・Lipjodolニ ヨル 生髄 造 影 法

録 【第16一 谷

ガ試 ミ ラ レテ 來 タ ガ、血 菅 二封 シテ ノ・殊 二肺 血 管 二封

シテ ・・未ダ試 ミラ レテ ヰ ナ!。 肺 動 脈 内注 入 ノ・實 際 二

於 テ操 作 ガ容 易 デ ナ イ コ ト ・、小 循環 系 内 ノ血 液 量 が

大 ナル タ メ造 影 二・・大 量 ノ 葺宣影 剤 ガ 必 要 デ アル ト云
ノ

フニ ツ ノ困難 ガ アル ガ、 演 者 等 ハ1930年 以 來 種 々改

良 ヲ加 へ、今 日終 二完 全 ナル 生 罷 内肺 血 管 造 影 術 ノ考

案 二成 功 シ、 之 ヲAngiopneumographieト 名 付 ケ タ。

ソ ノ術 式 ・・「レ・」線 ニ テ 可 親 的 ナSondeヲMedid'na

basilica二 描 入 シ、 常 二 「v」線 透 覗 ノ下 ニ テ徐 々二 右

心 房 ニ マ デi進 メ ル 。6-8ccm/Jodnatrium16sung
■

ヲ注 入 シ深 ク 吸氣 セ シメ テ 直 チ ニ撮 影 スル 。患 者 ・・全

操 作 中安 静 二保 タ シメ 、タ ・・深 ク 呼 吸 セ シメル 。 時 二

li　渡 ノ咳 漱 刺 戟 ガ ア リ 叉 屡 く一 過 性 二 軸 変/頭 痛 ガ

ア ル。 演 者 ノ・更 二詳 細 ナ ルTechnik二 就 テ述 べ テ ヰ

ル 。 コ ノ方 法 ニ ヨツ テ 見 ル1・Gef廊s黛(・hattenノ ミニ

ヨ ツテ、正 常 肺 ノ肺 門 陰 彩 ヲ形 作11得 ル コ トヲ謹 明 シ

タ。 彼 ノ検 査 ニ ヨ レ・バ、成 人 二 於 テ ・・Drtisenhyper-

trophieノ 關 與 ノ稀 ナル コ1・、perihi15reBefundノ ・

肺 門 ノ前 後 二存 在 スル 他 ノ攣 牝 ヲprojizierenセ ル モ

ノナル コ1・、 叉 誤 ツ テAdenitis或 ノ・Periadenitisト

稚 セ ラ レ テヰ ル モ ノガ、 病 的 二 攣 化 シタArteriens・

chattenデ アル コ トヲ述 ベ テ ヰ ル。

Kleinschmidt(ド ィ ッ):

今 日 マ デ コ ノ肺 門部 ノ診 噺(Hilusdiagnostik)ノ ・、一 般

二多 ク ノ誤 解 ヲ生 ジテ ヰ タ。 ソ ノ圭 ナル 原 因 ・・、生理

的 状 態 ガ充 分 列 ッ テ ヰ ナ カ ツタ タ メ デ 、ソ ノタ メ ニ ノ・

常 二確 實 二 健 常 ナルThoraxbild/Serieヲ 精 確 二

比 較 スル コ トガ必 要 デ ア ル。 殊 二 多 イ誤 ハ、小 見 ノ生

理 的 ノ肺 門 陰 影(Hiluszeichnung)ノ 強 サ ヲ輕 覗 ス ル コ

bデ アル 。元 來 生 後 第1年 二於 ケ ルHiluszeichnung・ ・

後 年 ノモ ノ ニ比較 シテ遙 カニ輕 薇 デ アル 故 二、第1年

ノモ ノ ヲ ヨ ク見 テ置 ク ナ ラバ 、後 年 ノモ ノデ攣 化 シタ

像 ヲ呈 ス ル モ ノ・・、 容 易 二病 的 ト 考 ヘル コ トガ 出來

ル。前 演 者 ハ芙 麗 ナルAngiopneumographischノ 検 査

ニ ョ.ツテHilusbildヲ 形 成 ス ル モ ノ カ'血管 殊 二肺 動 脈

分 岐 デ アル コ1・ ヲ 確 定 セ ラ レタ。 然 シ乍 ラ モ シ 然 ラ

バ、小 兄 初 期 二於 ケ ル 血 管 ノ・何 故 ニ ソ レニ晦 ジタ陰 影

ヲ現 ・・サ ナ イ カ ト云 フ問 題 ヲ如 何 二 訊 明 ス ベ キ デ ア

ラ ウ カ。 元 ヨ リ乳 見 テ ノ・Kerz-u.Gefdssschattenガ

歴 追 セ ラ レタ 胸 門 内 二搬 ガ ツ テ ヰル タ メ ニ 後 年 ヨ リ

多 ク被 ・・vテ ヰル/・ ・事 實 デ ァ ル ヵ・、 シヵ シMittels-

chattenノ 縮 小 セル1・ キ、 叉 横 隔 膜 ノ低 位 ノ トキデ モ
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乳 見 ノHiluszeichnungノ ・ア マ リ出 現 シナ イ。3-4歳

ニ ナ ツ テ始 メ テ 特 有 ナHilnsfigurヲ 認 メル コ1・ガ 出

來 ル。 故 二 生 後1年 二於 テ ハ、肺 動 脈 ノ蛋 達 ガ未 ダ輕

微 ナ ノカ或 ハ「レ」線 ノタ メ ニ容 易 二透 過 サ レル モ ノ ト

モ 考 ヘ ラ レル ガ斯 ノ如 キ推 定 ハ、實 験 中 二何 等 ノ詮 明

モ 與 ヘ ラ レナ カツ タ.之 二封 シテ、吾 人 二重 要 ナル 指

示 ヲ與 ヘ ル 事 實 ・・、帥 チ若 シ乳 見 が感 染 ヲ受 ケ テ、 氣

管 二 「カ タ ール 」性 墾 化 ヲ起 ス ト、一 過 性 乍 ラ今 迄 ヨ リ

モ 遙 カ ニ著 明 ナHiluszeichnungヲ 示 ス ニ至 ル コ1・デ

ア ツテ、 同 標 ナ コ トノ・、比 較 的 後 年 ノ見 童 デ モ、 膣 質

的 二Katarrh二neigenシ 叉Asthmabronchialeヲ

有 ス ル モ ノデ ノ・Hilusfigurノ 著 明 ナ 塘 強 ヲ 詮 明 スル

コ トデ アル。Engelノ ・コ ノ 問 題 ヲ 解 剖 學 的 二 研 究or

ヘ

テ次 ノ結 論 二達 シタ。即 チ陰 影 ヲ與 へ'ル モ ノへ 確 カ

ニBlrrtデ アル カ'、シ カ シ肺 動 脈 ダケ ノBlutデ ノ・ナ

ク、 一 過 性 二現vル 所 ノ或 ・・持 績 的 二存 在 ス ルLy・

mphknotenノ 充 血 及 ビhilareBindegewebeノ 充 血

モ造 影 二關 與 スル モ ノデ アル1・ 云 フ。彼 ・・又Luftweg

及 ビLunge内 ノ種 々ナル 炎 症 及 ビKatarrhガ 、肺 門

部 二Rtickstandヲ 残 シ、 コ ノモ ノ ガ正 常時 二 於 テ モ

Hilusschattenノ 造 影 二重大 ナ ル 關係 ヲ 有 ス ル モ ノb

信 ジテ ヰル。

演 者(Kleinschmidt)ノ ・Hilusschattenノ 造 影 二A.

pulm・ ガ最 モ 圭 要 ナル モ ノナル コ トニ 同意 スル モ ノ

デ ア〃 ガ、 同 時 二Angiopneumographieニ ゴル 極 メ

テ 著 明 ナ ルArterienschattenノ 出 現 ・・ス ベ テ ノNeb.

enschattenヲ 清 失 セ シメ ル カ少 ク トモ 減 弱 セ シメ テ

ヰル 事 質 ヲ顧 慮 シナ ケ し・バ ナ ラナ イ。コ レ・等 ノ關 係 ・・

Tomographie一 ヨt1バ 明瞭 トナル 。 シカ シ斯 ル 偶 登

性 ノ陰 影 ヲ以 テス ベ テ ノHilusfigurヲ 断 定 ス ル ノハ

危 瞼 デ ア ツテ、 演 者 ノ・、モ シ充 血 性 ノ結 締 組 織(hyp・

er5mischeBindegewebe)ナ 〃 モ ノヵ'、 造 影 上 債 値 ア

ル モ ノ ト認 メ ラ レル ナ ラバ 、 寧 口Engel二 同 意 ヲ表

ス ト云 ツ テヰ ル 。

演 者 ハ更 二Hilusschatten二 淋 巴 腺 ノ 石 灰 化 竈 ノ關

與 スル コ トヲ詳 説 シテ ヰ ル 。

叉 結 核 ニ ヨル 種 々 ノ程 度 ノ 肺 門腺 ノ 腫 脹 力・考 ヘ ラ レ

ル が、 肺 門 腺 結 核 ナル モ ノノ・、肺 門 陰 影 ノ」曾強 或 ノ・撰

大 ヲ來 ス 程 著 明 ナ 腫 大 ヲ示 ス モ ノデ ナ イ コ トニ 注 意

ス ベ キ デ、斯 ル場 合 ハ経 験 上寧 口非 特 殊 性 ノ攣 化 デ ア

ル 場 合 ガ多 ク、肺 門 部 ノ淋 巴腺 腫 脹 ヲ曇 見 シ テモ 、 ソ

ノ性 質 二就 テ噺 言 スル コ トハ 保 留 ス ベ キデ アル ト云
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フ。 子 供 等 デ ノ・Leuk5mie,Lymphogranulomatoseノ

外 二、banal/KatarrhヤKeuchhusten等 二績 曇 シ

テ來 ル 場 合 ガ ア リ、 演 者 ノ 所 謂Epituberku16se

Drtisenschwellungナ ル モ ノモ ァル 。 之 ノ・結 核 ノ基 礎

ノ上 二生 ズル 多 獲 性 ノ腺 腫 大 デ アル が、小 ナノレ中心 性

乾 酪 竈 ニ ヨルperifokaleInfiltrationニ ヨ ツテ 生 ズル

モ ノデ アノ1!。

之 二似 テ非 ナル モ ノニ、肺 門部 ヲ ト リマ クhomogen,

dichtナ 稽 く廣 汎 ナ ル 陰影 デ、 周 園 二 向 ツ テ徐 々二 波

及 ス ル モ ノガ アル 。 一 般 二perihilareInfiltration1・

樗 セ ラ レテ ヰル モ ノ デア ル ガ、コ レノ・前 演 者 ノ述 ベ ラ

レタ如 ク、解 剖 學 的 ニ ソ ノ意 味 ヲ確 定 ス 〃 コ トガ 出來

ナ イ モ ノデ、恐 ラク肺 門 ノ前 部 或 ハ後 部 二當 ル 肺 ノ浸

潤 デ ア〃 ト考 ヘ ラ1ノル 。叉 斯 ル 結 核 性 ノモ ノ ノ ミナ ラ

ズ、 肺 炎 、急 性 慢 性 ノ「アテ レ クダ ー ゼ」ノ合 併 セル 現

象 トモ 考 ヘ ル コ トが 出來 ル 。

叉 氣 管枝 腺 結 核 ノ場 合 二、肺 門 部 二 當 リ、輕 度 ノSch・

leierartig,wolkig,TrUbungノ 現 レル コ トが屡 くア

〃 。 コ ノ モ ノ ガHerzrand二 沼 ヒ テ生 ズル タ メHer.

zrandガunscharfニ ナ リ、Herzgef五sswinkel若 ク ノ・

Herz-zwerchfellwinkelガ 充 填 セ ラ レル 場 合 力。アル
。

コ ノモ ノガ、氣 管枝 腺 ノ急 性 墾 化 二件 ツ テ 生 ズル 充 血

或 ノ・浮 腫 デ アル カ 否 カノ・其 後 ノ 経 過 ニ ヨ ッテ 決 定 セ

ラvル 。屡 く後 ニ ナ ツテ肺 門部 陰 影 内 二小 ナ ルKal.

kherdヲ 登 生 ヌ ル コ トが アル 。

演 者 ノ・更 二Keuchhustenノ 時 二屡 く曇 生 ス ル如 キ肺

ノperibronchitischesu・perivascularesGewebeノ 部

分 ノproduktiventztindlicheProzesseヲ 重 要 硯 シ テ

ヰ～レ。コ ノモ ノノ・咳 漱 ガ清 失 シ テ カ ラ デ モ暫 時 若 ク ハ

持 績 性 二遺 残 シテ 年ル 。カ ・ル 陰 影 ガ、 一 般 二小 見 時

代 ノKeuchhusten二 績 登 スル ト考 ヘ ラvテ ヰルBro.

nchiektasieト 合併 シテ見 ラ し・ル 場 合 モ アル
。

何 レ・ニ ス ル モ小 見 時 代 ノ肺 門 部 ノ攣 化 ノ列 定 ハ、規 則

正 シ キTuberkulinprobeニ ヨツ テ、 ソ ノ 困 難 ヲ制 服

スル コbガ 出來 ル 。 即 チ コ ノ 場 合 ニ モ"KeineR6・

ntgendiagnostikd.KindlichenThoraxohnevorher-

igeTuberkulinPri'fung ."ナ ル定 則 が無 條件 二成 立 ス

ル ト述 ベ テ ヰル 。

更 ニ フ ラ ソス ノSergents,Delhermsu.Cottenhots

ノ意 見 ヤ、 ポ ー ラ ソ ドノZewadoskiノ 「v」線 撮 影 ノ

術 式 、 共 他 鍛 氏 ノ追 加 ガ ア ツ タ。

第2日 圭 題Tuberku16seErstinfektiondesJuge.
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ndlichenu.Erwachsenen

O.Schee1(Osloノ ノvウ ェ ー):

演 者 ノ・Nllevaal病 院 看 護 嬬 生 徒 ガ、 勤 務 ノ第1年 二

多 数Pleuritis二 罹 患 スル事 實 二驚 イテ、 其 後 多数 看

護 嬬 生 徒 二就 イテ ソ ノ皮 膚 反 慮 及 ピ 其 後 ノ 結 核 ノ登

病bノ 關 係 ヲ調 査 シタ 。 即 チ 同 病 院 デHeimbeckガ

蛮 表 ジタ1924年 一1927年 間 ノ統 計 ニ ヨル ト、ソ ノ52

%ガ 陰 性 デ ア リ、 更 二1924年 一一一1932年 至1022名 ノ

成 績 ニ ヨツ テ モ 、「ッ」反 旛陰 性 者 ガ52.5%モ ア ツ タ。

是 等 ノ生 徒 ハ3ケ 年 ノ 病 院 生活 中 ニス ベ テ 感 染 ヲ受

ク テ反 慮 陽 性 トナル 。共 後 ノ結 核獲 病 ノ状 態 ヲ同 ジ〃

Heimbeckノ 統 計 ニ ヨツ テ 見 ル ト反 磨 陽性 者543名

中、臨脈 的 二結 核bナ ツ タ モ ノ ガ24名(4・3%)、 反 庶

陰 性 者274名 中、 臨 抹 的 二結 核 トナ ツ タ モ ノノ・94名

(34.3%)ノ 多 数 二上 リ、 内10名 ガ 死 亡 シタ(肺 結 核

7名 、 謄 膜 炎2名 、 粟 粒 結 核1名)。 然 シ反 磨 陽 性 者

カ ラ ノ罹 病 者 ニ ノ・、死 亡 ジタ モ ノノ・1例 モ ナ カツ タ。

部 チ探 用 時 皮 膚反 慮 陰 性 ノ生徒 ガ、結 核 ヘ ノ第1犠 性

者(dieersteOpferderTuberkulose)デ アノv事實 ヲ知

ツ タ ノデ アノレ。

之 ト同様 ナル 關係 ノ・、 署 學 生 二就 イ テ モ 亦 認 メ ラ レ

タ。更 二演 者 ノ・各 國 二於 ケ ル 圭 トシ テ署 學 生 及 ビ看 護

婦 二就 イテ ノ統 計 ヲ 墨 ゲ テ、 同 様 ナ事 實 ヲ確 メ テ ヰ

ル 。

帥 チ 是 等 ノ事 實 ・・、從 來 ノ如 〃結 核 ノ・小 見 期 二uni-

versell二 感 染 ヲ蒙 ツ テ ヰル ト云 フ 訊 ノ・怪 シイ モ ノb

ナ ツ テ、青 年 ノ・可 成 ノ奉 二於 テ何 等 感 染 ヲ蒙 ラ ズ ニ成

人 年 齢 二達 ス ル モ ノ ガ アル コ トヲ 物 語 ル モ ノデ アル 。

サ テ斯 ノ如 キ成 人 ノ初 感 染 ノ・、屡 く臨 抹 上 ノ症 状 ヲ件

ヒー般 ニ ハ感 染 後 早 期 二 現 レル カ 或 ノ・第1年 二現 ノ・

ソル 。 屡 く重 症 ニ シテ死 亡 スル モ ノガ アル ガ、一 般 二

良 性 デ アル ト云 フ。

結 核 性 初 感 染 ノ初 期 症 状 トシテ、 演 者 ノ・特 二Eryth・

emanodosumノ 重 要 性 二就 イテ述 べ テ ヰル 。

Erythemaノ 出來 ル マ デ ノ初螢 症 状 ・・種 々 デ アル ガ、

60例 ・・何 等 訴 ナ ク、51例 ・・一 般 症 状(Fieber,Glied.

ersteifigkeit,Gelenkschmerzen,Mattigkeit,Unbeha.

gen,manchmalSeitenstech)ヲ 見 タ。 一 般 二Eryth・

emanodosumノ 出 現 ヨ リ1-14日 二前 騙 ス ル。55例

二 呼 吸 道 ヨ リノ症 状(Rachenschmez.Hustenmitod.

ohneSputa,RetrosternaleBeschwerden)ガ ァ ッ タ。
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其他Coryza,Episkleritis,Ottitismedia等 力'アツ タ。

帥 チ以 上 ノ所 見 カラ、 結 核 性 ノ 初 感 染 ・・Exanthem

(例 ヘ バErythemanod.)或 ハ 呼 吸 道 粘 膜 ・ 結 膜 ・ 耳

等 ノExanthem_ヨ ソ テ合 併 セ ラ レル モ ノb考 ヘ ラ

ル 。

Erythemanodosumノ 出現 ト同 時 二X線 ニ テhiltire

u.perihiltireSchattenヲ 謹 明 シ、 共 後 ノ 消 長 ノ・匠 々

デ ア リ、Lungenschatten・ ・多 〃 ノ場 合Erythema出

現 後3日 ニ シテ出 現 、種 々二増 減 シ最 後 二消 毛退ス ノv。

Redeker(Berlinド イツ):

ドイ ツ ニ於 テモ 大 戦 後 小 見 ノ 結 核 感 染 奉 ハ.著 シ ク低

下 シ大 、 小 都 會 デ學 校 ヲ出 タ14歳 ノ小 見 デ、 「ツ」反

鷹 陽性 者 ・・亭 均70%デ 、 從 來 二 比 較 スvバ3-40%

ノ低 下 デ アル。 郎 チ今 ヤ ド≧t塾 デ モ 青 年 ノ多 撒 へ 學

校 卒 業 後 二於 テ感 染 ヲ受 ケル コ トヲ示 シテ ヰル 。然 ジ

乍 ラ、ソ ノ病 型 及 ビ経 過 ・・ノル ウ ェ ー 二於 ケル モ ノ ト

本 質 的 ナ相 違 ヲ示 シ テ ヰル 。 即 チ後 者 二於 テ ・・、遙 カ

ニ小 見 ノー 次 性 結 核}・ 甚 ダ近 似 シテ ヰル ノ ニi封 シ、

ドイ ツ デ ・・、青 年 期 初 感 染 者 カ ラ ノ螢 病 数 ノ・遙 カニ少

ク、 病 型 モ輕 症 デ、 悪 性 ノExotenphthise二 相 當 ス

ノ1/様ナ モ ノハ ナ イ。

ノノレウエ ー 二於 テ必 登 的 初 登 症 状 トセラVJtzErythema

nodosumノ ・ドイソ デハ 殆 ン ド全 ク 見 ラvズ 、 叉 中毒

性 刺 戟 症 状 モ見 ラvナ イ。yカ ジHtimatogeneFrti・

hstreuungガ ア ツ テ、 ソ ノ部 分 症1・ シテ ノPleuritis

ノ・砂 クナ1ガ 、 小 見 ノ初 感 染 二見 ルexsudativeRei・

Z

pleuritisハ 見 ラvナ イ。

ドイツ デ 、成 人 或 ハ青 年 ノ初 感 染 ノ徴 候 ト シテ最 モ 多

イモ 〃 ・、 一 過 性 ノperihilareinfiltrativeErschein.

ungデ ァ ッ タ。 極 メ テ 稀 二 成 人 初 感 染 竈 が、 慢 性 重

症 肺 瘍 二移 行 ス ル ノ ヲ見 タ ガ、 小 見 ノ融 合 性 ノeXS・

udativ・kasigePrimarherdphthise二 相 當 シ、共 後 ノ経

過 ハ、既 二感 染 ヲ受 ケ タ青 年 結 核 力'思春 期 二推 進 シ タ

形 ノモ ノ ト全 ク同 一 デ ァ ッ タ。

コ ノ雨 國 二於 ケ ル 成 人 初 感 染 ノ 相 違 二封 シ テ 演 者 ハ

次 ノ如 ク論 ジ テ ヰル 。

一 ツ ノ民 族 或 ハー ツ ノ地 方 二於 ケ ル 結 核 ノ疫 病 學 的

経 過 ヲ辿 ル ト、ニ ツ ノ山 ヲ認 メ ル コ ト ガ出 來 ル 、 第 一

ノ山 ノ・、 未 ダ結 核 ノDurchseuchungヲ 受 ケ テ ヰ ナ イ

民 族 或 ハ地 方 二 初 感 染 ヲ受 ケ タ 場 合 デ 結 核 ノ・迅 速 二

蔓 延 シ成 青年 ハ小 見 期 結 核 ノ型 ヲ ト リ、ヤ がテ 民 族 ノ

Durchseuchung・ ・高 度 二達 シ、 住 民 ノ・既 二 殆 ソ ド小
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見 期 二於 テ完 全 二感 染 ヲ蒙 ツ テ シマ ヒ、成 青 年 ノ初 感

染 結 核 ノ山 ガ下 降 スル 、 コ ノ 際 ソ ノ 住 民 ノ 衛 生 的 施

設(Hygienisiemng)ガ 低 ケ レバ 低 イ ダケ ソ ノ 山 ・・上 昇

シ、之 が迅 速 且有 数 二 行 バ レル 程 下 降 ガ早 〃認 メ ラ レ

〃 。 次 二Hygienisierungガ 進 歩 シ テ、 盛 ソナ 交 通 移

動 ガ多 イ ノニ拘 ラ ズー 般/感 染 ノ 頻 度 ガ 非 常 二砂 ク

ナ ツ テ、 小 見 ノ多 薮 力'infektionsfrei二 留 ノレト云 フ程

度 ニ ナル ト、再 ビ成 青 年 ノ初 感 染 結 核 ヵ●壇加 シ、並 二

第2ノ 山 ヲ 作 ル コ ト ・ナル 。 即 チTuberkulosewelle

ノ第1ト 第3/phase二 小 見 期 以 後 ノ 初 感 染 鍛 ガ」曾

加 ス ル ガ、此 雨 時 相 ノ債 値 ノ・同一 デ ナ イ。 ノル ウェ ー

二於 ク ル 成 人 、 青 年/初 感 染 結 核 ノ・、 第1/Epi・

demiephase二 團 ス ル モ ノ デ、 現 在 ノア ラ ー・i一ル 術 生 的

工 作 ニ ヨツ テ封 抗 スル コ トガ 出來 ル。 ドイ ツ ニ於 テモ

交 通 ノ少 イ或 地 方 デ 同様 ナ コ トガ経 験 セ ラ レル 。

然 ラ バ、小 見 期 ノ感 染 ヲ制 限 スル ト共 二青 年 期 及 ビ成

人 ノー 次 的 感 染 ノ危 瞼 ヲ避 ケ 得 ル コ トガ 可 能 ナ リヤ

否 ヤ ニ關 シ テ ハ豫 言 スル コ トガ 出來 ナ イ。 青 年 、成 人

ノ初 感 染 結 核 ノ出現 ハ 種 々ナル 淘汰 作用(Auslese)ノ

結 果 デ ノ・ナ カ ラ ウカ、モ シ然 リ トス レバ、 ア ラユ ル結

核 豫 防 封 策 ハ無 駄 デ ノ・ナ イ カ ト云 フ疑 問 ガ起 ル 。コ ノ

雨 方 面 二封 シテ ・・夫 々理 由 ノ アル 賛 成 反封 ノ 意 見 ガ

唱 ヘ ラvテ ヰル 。 演 者 ノ・コ ノProblemkomplex二 深

入 ス ル 時 ヲ持 タ ナ イ ヵ'、疑 ヒ モ ナ ク ァ ラ ユルEinfluss

(Auslese,Umweltgestaltung)カ'影 響 ス ル ト考 ヘル。

結 核 豫 防封 策 トシテ 重 要 ナ コ トノ・矢 張 リー般 的 蛇 二

特 殊 方 法 ヲ講 ジテ小 見 期 ノ感 染 ヲ抑 制 ス ル コ トガ、後

年 二於 ケ ル 感 染/危 瞼 ヲナ ク ス ル コ トデ ア ル コ トヲ

確 認 ス ベ キデ アル。コ ノコ ト・・青 年 、 成 人 ノ初 感 染 結

核 ヲ多 ク スル モ ノ デ ナ 久 叉 初 感 染 ガ小 見 期 ヨ リ後 年

ニ ズ ツタ カラ ト云 ツ テ病 型 ヲ悪 化 ス ル モ ノデ ノ・ナ ィ
、

更 二小 見 時 感 染 ヲ 防止 ス ル コ トハ 成 人 肺 瘍 ヲ減 少 セ

シメ ル モ ノナル コ トヘ ドイ ツ が今 日 マ デ ノ縄 験 ノ示

ス所 デ アル 。

TroiserundBari6ty(フ ラ ソス):

フ ラ ソス デ モ醤 學 生 、看 護 婦 二皮 膚 反 慮 陰 性 者 ガ相 當

ア リ、軍 隊 デ同 ジク新 兵 デ都 會 出 勇 ノモ ノ_13.3%、

田 舎 カ ラ ノモ ノニ ハ40.4%ノ 「ツ」反 磨 陰 性 者 ガ アル 。

臨 腺 上 成 人 、青 年 ノ初 感 染 結 核 二Erythemanodosum

ハ確 二1ツ ノ症 状 デ アル ガ、更 二重 要 ナ モ ノノ・乾 酪 性

ノ肺 門 淋 巴 腺 ノ攣 化 デ アル 。「レ」線 デ 小 見 期 二見 ル 如

キHilusbildヲ 示 ス が、 果 シ テ之 力・PrimareTb-form
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デ ァル カバ、陰 性 デ ア ツ タ皮 膚 反 慮 が陽 性 ニ ナル 時 ニ

ノ ミ確 診 が與 ヘ ラ レ・ル 。

Nidelkovitsch(コ ー一 ゴ ー一一一ス ラ ビヤ):

一 般 二初 感 染 結 核 ハ良 性 デ石 灰 化 ノ傾 向 ヲ有 シ
、再 感

染 結 核 ハ、モ シ治療 セ ズ放 置 ス レバ原 則 トシテ 悪 性 デ

アル 。 コ レ・ノ・Koch/Grundversuchト 矛 盾 スル ガ、

コ ノモ ノノ・Hautデ ヤ ッタ 實 験 ぞ、 急 性 ノ大 ナル 炎

症 竈 ノ・最 悪 ノ トキ ・・AbstoBungヲ ヤ ツ テ、 何 等 管 内

播 種 ヲ セ ナ イ コ トヲ忘 レタ モ ノデ アル 。自然 ノ結 核 再

感 染 ノ・、肺臓 内 デ行 ノ・レ、 此 虜 デ ノ・急 性 炎 症 が崩 壌 ス

ル ト空 洞 ヲ形 成 シ病 竈 ヲ傳 播 スル 。之 ニ ハ 個 膣 ノ免 疫

學 上 ノ關係 、菌 ノ關 係 モ アル が、 青 年 成 人 ノ初 感 染 結

核 ハ、再 感 染 結 核 二比較 シ テ臨 殊 的 ノ意 義 ノ・少 イ。

Irimescou.Nasta(ル ー マ ニ ヤ):

ブ カ レヌb 一デ12-14歳 ノ少 女 デ78%、 少 年 デ70%、

同 國 軍 隊 ノ新 兵 デ48-81%或 ノ・62%(地 方 出 勇49--

60%、 都 會 出 均50--73%)ノ 「ツ」反 磨 陽 性 率 ヲ示 ス。

成 人 ノ初 感 染 結 核 ノ症 状 ・・様 々デ 特 記 ヌ ベ キ モ ノナ

シ。

Say6(ヌ ペ イ ソ):

五 ル セ ロ土 ノ學 生 ノ統 計 、 青年 ノ初 感 染 結 核 ハ、再 感

染 結 核 ノ如 ク融 解 セ ズー般 二良 性 デ ァル 。

Tapia(.ス ベ イ ソ):

成 人 青 年 初 感 染 結 核75例 ノ観 察 。

Plunkett(ア メ リカ):

ア メ リカ ノ學 生 ノ「ツ」反 磨 ノ陽性 卒 ・・所 ニ ヨ リ大 ナ

ル 差 異 ガ アル ガ(茎 ネ ソタ大 學21.7% 、 ペ ソ ジル バ ニ

≦85%)大 盟70%・ ・伺 「ツ」反 慮 陰 性 デ アル 。

小 見 ノ初 感 染 結 核 ト成 人 ノ初 感 染 結 核 トノ比 較 、再 感

染 結 核 トノ厘 別 困 難、 何 レ・ニ ス ル モErythemanod.

osum・ ・極 メ テ稀 ニ テ∠
.ル ウ エニ ニ於 ケル 如 キ意 義 ノ・

ナ イ。

其 他Ernberg(.ス エ ー デ ソ)、Schr6der(ド イ ツ)其 他 多

数 ノi追加 討 論 ア リタル モ 特 二新 シキ モ ノナ シ ト云 フ。

第3日 圭 題DieoffeneTuberkuloseinfamili註ren

u.hiuslichenGemeinschaften

CharlesJ・Hatfield(ア メ リ カ)

アメ リカデ ハ最 近30年 二於 テ 始 メテ 開 放 性 結 核 患 者

ノ隔 離 ト云 フ ゼ トガ 病 院 ヤ 療 養 所 設 立 ノ最 モ有 カ ナ

論 櫨 トナ ツ テ來 タ.ソ ノ學 問 的 根 擦 トシテ、開放 性 結

核 二曝 露 サ レタ モ ノ ・感 染 率 ノ 断 然 多 イ ト 云 フ統 計
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ガ報 告 サ レ・テ ヰル ガ、演 者 モ ソ ノ2、3ヲ 暴 ゲ テ ヰ ル。

ソ ノ防 止 法 トジテ、次 ノ3ツ ヲ算 ヘ テ ヰ ル。

第1ノ 方 法 ハ、 生 結 核 菌 ヲ 排 出 ス ル 凡 テ ノ人 ヲ隔 離

ヌ ル コ トデ 、之 ヲ實 現 ス ル タメ ニ ノ・、 凡 テ ノ開 放 性 患

者 二i封ス ル 懲 罰 制 度 ヲ 必 要1・ ス ル 。NewYork市 デ

ー 時代 前 コ ノ案 二近 イ法 律 ガ認 可 サ レ・
、各 州 ノ責任 ア

ル 場 所 デ恢 復 ノ見 込 ナ キ 肺 瘍 患 者 ヲ拘 留 スル 椛 利 ヲ

與 ヘ ラ レタ。實 際 問題 トシテ本 法 律 ・・疾 病 ニ ヨル犠 性

者 ヲ ソ ノ人 生 ノ 最 終 期 二於 テ 家 族 朋 友 カ ラ 引 キ離 ス

ニ 怨 ビナ イ ト 云 フ 倫 理 的 叉1辻會 的理 由 カ ラ 及U"該 當

者 ガ 多 人数 デ アル タ メ ニ實 施 不 可能 デ アル。然 シ乍 ラ

本 法 ノ存 在 ・・頑 迷 ナ ル 患 者 二警 告 ヲ與 へ、喀疾 ノ滑 毒

法 、家 族 内 ノ感 染 豫 防 法 等 ヲ習 得 セ シ ムル ニ 極 メ テ有

数 デ アル 。然 シ今 日 ト錐 モ何 等法 的厘 迫 ハ登 揮 サ レテ

ハ ヰ ナ イ ガ、吾 人 ノ・全 力 ヲ盤 シテ 開放 性 患 者 が病 院 及

ビ療 養 所 ヲ訪 レル コ トヲ ヨ ク勧 告 ス ベ キ デ アル 。

第2ノ 實 施 可 能 ナ ル 方 法 ノ・、 喀 疾 中結 核 菌 ノ根 元 タ

ル 空洞 ヲ閉鎮 ス ペ ク努 力 ス ル コ トデ アル 。之 二 ・・一般

的 安 静 ト外 科 的操 作(Pneumothorax,Oleothorax,

Phrenikotomie,Plombierungu.Thorakoplastik等)ニ

ヨル 。 各 種 外 科 的療 法 ノ 数 果/剣 定 ・・術 後 敷 年 後 デ

ナ ケ し!バ完 全 ニノ・云 ヘ ナ イ。シ カ シ我 々ノ・今 日迄 ノ数

果 及 ビ全 世 界 二於 ケル 本 問題 二 興 味 ヲ 有 ス ル 多 轍 學

者 ノ剃 噺 ニ ヨツ テ、外 科 的療 法 が、 開放 性 結 核 ヲ閉 鎮

性 ノモ ノ ニ轄 換 セ シ ムル コ トニ 樹 シテ1ツ ノ重 要 ナ

ル 役 割 ヲナ ス モ ノデ アル コ トヲ 信 ズル コ トカ●出來 ル 。

第3ノ 方 策 ノ・、 開放 性 患 者 二、他 人 ヲ保 護 スル タメ ニ

必 要 ナル豫 防 法 ヲ敏 育 ス ル コ トデ アル。1人 ノ馨 師 ガ

結 核 患 者 ヲ診 察 スル トキ、彼 二病 氣 ノ性 質 ヲ訊 明 シ、

他 人 ヘ ノ感 染 ヲ豫 防 ス ル 方 法 ヲ 敏 授 ス ル コ ト・・馨 師

ノ切 實 ナ〃 義 務(dringendepflicht)デ アル 。 更 二署 師

ヨ リモ大 切 ナル コ トノ・訪 問 看 護 婦 ニ ヨル 敏 育 デ アル
。

彼 女 ハ 直接 患 家 ヲ定 期 的 二訪 問 シ、患 者及 ビ ソノ家 族

二i封 シ感 染 豫 防 法 及 ビ 衛 生法 ヲ 指 導 ス ベ キ デ ァル
。

ア メ リカ ノ訪 問 婦 ハ夏 二夫 レ以 上 、食 餌 カラ家 計 ノ問

題 、 勢 働 職 業 上 ノ問題 ニ マ デ相談 二乗 ル 、若 シ自分 ノ

手 二員 ヘ ナ イ 問題 ハ ソ ノ解 決 ヲ 肚 會 的/聯 絡 機 關 二

委 ネノレ。斯 ノ如 キ徹 底 的 働 キ ニ ヨ リ患 家 ノ状 態 ヲ向上

セ シメ ッ ・アル 故 ニ ア メ リカ ノ 家 庭 ぐ 多年 ヲ 出 ズ シ

テ、何 等訓 練 ナ キ家 庭 ヨ リモ遙 カニ感 染 ノ危 瞼 ヲ稀 ナ

〃 モ ノース 〃 コbカ ●出來 ル ト信 ツテ ヰル 。Frostノ 言

ノ如 ク、結 核 ヲ根 絶 スル コ トハ、 感 染 ヲ完 全 二防 止 ス
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ル コ トデ アル ナ ラ バ現 在 絶 望 シナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。然

シ乍 ラ感 染 傳 播 ノ危 瞼 者 ヲ常 二減 少 セ シメ ・コ ノ減 少

が充 分 永 ク持 績 サ レル ナ ラ ペ 後 ノ時 代 二 於 テ、 ソ ノ

結 果 ・・根 絶 二至 ル 可能 性 ガ アル ト云 フ ベ キデ アル 。

D.A.Powell(イ ギ リヌ):

結 核 感 染 ノ経 路及 ビ ソ ノ統 計 ヲ墾 ゲ、ソ レニ封 スル 豫

防 封 策 ノー 般 論 ヲ 縷 く記述 シテ ヰル が 特 二 新 シ イ事

實 ヲ認 メ ナ イ。

Braeuning(ド ノ「ツ):

前演 者 二樹 照 シテ極 メ テ實 際 的 ナ 方 策 ヲ述 べ テ ヰル 。

1.死 期 二近 キ開 放 性 患者 ガ 最 モ 病 菌 撒 布 ノ 危 瞼 ガ

大 デ アル 。

2.感 染 ノ危 瞼 ・・、 乳 見 が特 二大 デ ア リ、 次 二14-

20歳 迄 ノ少 女 、 第3ニ ノ・未 感 染 ノ成 人 デ アル 。

3.感 染 ノ登 見法

1)家 族a)開 放 性 患 者 ヲ 有 スル 全 家 族 ・・、 老 幼 ヲ

問 ・・ズ勘 ク トモ1年1同(危 瞼 ノ 大 ナル モ 〃 ・2-6

同)「 レ」線 検 査(出 來 レバ撮 影)ヲ 受 ケ ル コ ト。

b)共 同生 活 ヲ シテ ヰ ナ ク テ モ、開 放 性 患 者 ノ子 供 及

ビ兄 弟 ノ・、1年1同 ハ 「レ・」線 検 査 ヲ受 ケノレコ ト。

c)開 放 性 患者 死 亡 後 へ25歳 二至 ル 迄 ハ毎 年 「レ・」線

槍 査 ヲ受 ケル コ ト、25歳 以 上 ノモ ノハ、 死 亡 後2ケ

年 間 ・・「レ」線 検 査 ヲ受 ヶ 最後 ニ ハ 撮 影 ヲ必 要 トス ル。

2)小 見 ノ・、 全 家 族 ノ 「v」線 撮 影 ヲ行 ヒ、何 等 開放 性

ノモ ノ ナ ク叉 將 來 開放 性 トナル 危 瞼 アル 閉 鎖 性 肺 結

核 ナ キ家 族 ヨ リノ モ ノ ノミ養 子 トシ叉 養 育 ス ベ シ。

3)其 他 家 政 婦 、 召 使 、 下 宿 人 、 店 員 等 ノ・、相 談 所 ノ

同意 ノ下 二探 用 ヌ ル コ ト、叉 彼 等 自均 モ、 家 族 内 ノ結

核 ノ有 無 二封 シ同様 ニス ル コ ト。

4)感 染 源 ノ探 求 、モ シ6歳 未 満 ノ小 見 ガ 「ツ」反 慮 陽

性 ナル カ、結 核 罹 患或 ノ・死 亡 シタ 場 合 ノ・、 先 ヅ 凡 テ ノ

家 族 ヲ「レ」線 ニ テ楡 査 ス ベ シ。モ シ感 染 源 ガ不 明 ナ レ

バ、凡 テ ノ家 庭 關 係 者 ヲ調査 ス ベ シ。 モ シ同 一 家 族 デ

高 年 ノ小 見 ガ反 復 シテ 結 核 罹 患 或 ハ死 亡 ガ アル 場 合

モ、上 記 同 様 ニ ナ ス ベ シ。

ヌ ベ テ是 等 二要 スル 「v」 線 撮 影 ノ費 用 ノ・Kranken・

kasse,Versicherungsanstalt或 ノ・Ftirsorgestelleヨ リ

支 出 ス ベ シ。

4.感 染 豫 防

住 居 上 ノ注 意一 別 居 、 掲 立便 所 、1人 亭 均8qmノ 抹

b20cbmノ 空 間 、 其 他 。

ス ベ テ新 シ ク登 見 サ レ・タ 患者 ハ、先 ヅー 度 結 核 病 院 或
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ハ肺 結核療 養所 二入 り、此威 ニテ治療 ヲ受 ケル ト共二

基礎 的ナ術生法 ヲ學 プベ シ。ソノ上 ニテ家庭 ノ事情 ガ

衛 生的 二完全ナ ラバ退院ヌ ベ シ。充分 二大 ニ シテ衛生

的ナル住居 ガア リ、全家族 ノ理解 ト嚴格 サ ガアルナラ

バ、開放性患者 カラ生 レタ乳見 ニ シテ、 生後1年 二至

ル マデ「ツ」反慮陰性 デア リ得ル。 シ カシ、母 ガ開放性

結 核 ニテ且衰弱 シ、養育 中Mundtuchヲ 用 ヒテモ感

染 ノ危瞼 ガ大 デア リ且別 二養育者 ヲ傭 ヒ得 ザル 場合

二始 メテ隔離ス ベ シ 其他衛生 的家庭 ニテモ死期 三近

キ患者 ノ場合、モ シ母 ガ死 二臨 メルbキ 、20歳 未満

ノ娘 ノ外 二看 護スル家族 ナ キ場 合、多撒幼見 ヲ有スル

母 ヨ リ外 二看護 シ得 ナイ場 合叉ノ・小見 ヲ重症病室 ヨ

リ遠 去ケ得 ナ イ時等 ノ・、 家庭 カラ 隔離 スル 必要 ガア
て

ノレ。

凡 テ是 等 ノ方 策 ノ實 施 ノ・、法 ニ ヨ リ患 者 ト官椛 ト ノ義

務 トス ベ シ。叉 衙 生 的 要 求 二從 ・・ナ イ感 染 危 瞼 患 者 ノ・

強 制 的 二結 核 病 院 二 敢容 ス ベ シ。

4.輕 濟 的 相 談(Wirtschaftf廿rsorge)

住 居 ノ ミナ ラ ズ 結 核 患者 二 必 要 ナル 榮 養 衣 服 清 潔 法

等 二充 分 ナル 金 ガ必 要 デ アル が、家 族 ノ勤 勢 、近 親 者

ノ補 助 叉 年 金等 ニ ヨ ツテ モ、患 者 ノ家 族 二必 要 ナ ル 最

小 限 度 ノ生活 費 が充 サVナ イ1・キニ ノ・、ソ ノ不 足 ハ公

共 團 髄 が支 給 ヌ ベ キ デアル 。多年 ノ経 験 ニ ヨ リ我 々ノ・

補 助 金 ノ・Wohlfahrtstimter(公 安 保 護 局 一 厚 生省?)

一 ヨ ツ テ充 分 支 給 シ得 ル コ トヲ示 シテ ヰ ル。モ シ コ ノ

補 助 金 ガ正 當 二 使 用 サ レテ ヰ ナ イコ トガ 剣 リ或 ・・相

談 所 ノ要 求 ヲ逡 奉 シナ イモ ノ ナ ラ バ、補 助 ヲ許 スコ ト

ハ 意 味 ガナ ク、 強制 牧 容 法 ガ適 用 サ レ'ル。

5・ 豫 防的 治 療 法(VorbeugendeHeilverfahren)

演 者 ノ・、モ シ患 者 ガ衛 生 的 二健 全 ナル 住 宅 匠 域 二住 ミ

充 分 ナル 補 助 ヲ受 ケ テ ヰ ル ナ ラ ・・、特 別 ナル モ ノヲ用

フ ル 必 要 ヲ認 メ ズ、將 來 盆 く豫 防 的治 療 法 ノ必 要 ノ・少

クナ ル トノ意 見 デ アル 。

之 ヲ要 ス ル ニ、 結 核 患 者 ハ、ソ ノ疾 患 ニ ヨツ テ 同 情 ト

庇 護 ヲ受 ケ ル 椛利 ガ アル ノ ミナ ラ ズ、コ ノ疾 病 ノ蔓 延

ヲ 防止 ス ル タ メ ニ ア ラ ・・ル 努 力 ヲス ル 義 務 ヲ 學 バ ネ

バ ナ ラ ナ イ。 ド イツ ニ於 ケ ル 最 近 ノ輕 験 ヘ ー 般 國民

ガ國 民 保 健 二貢 献 ス ル カ ・ル 法 律 ヲ 充 分 ヨ〃理 解 ス

ル ニ至 ツ タ ト云 フ コ トデ アル 。

Braunu・Bezangon(フ ラ ンス):

豫 防上 住 宅 改 善 ノ必 要 トフ ラ ソス ニ 於 ケル 實 際 。

Willems(ベ ル ギー):
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早 期 獲 見 ノ重 要 性b自 國 二於 ケル 相談 自動 車(Ftirs・

orgeauto)ヲ 使 用 セル 學 齢 見 童 健 診 ノ経 験 ノ報 告 、 最

初 ハ外 見 上 虚 弱 二見 エル モ ノ ヲ 強肚 ナ モ ノカ ラ選 リ

分 ケ ル コ トガ適 當 ト思 ツ タ ガ ソ レノ・全 〃誤 リデ 、後 ニ

ノ・Vorselektionノ 方 法 トシテSalbenprobeニ ヨル

「ツ」皮 膚 反 磨 陽性 者 ヲ選 ビ 「レ」線 検 査 ヲ行 ヒ、其 虜 ヨ

リ逆 行 的 二感 染 源(家 族 教 師)ヲ 追 求 シタ。

Marin(ヌ ヰ ス):

早 期 登 見 ノ必 要 、家 庭 内 ノ感 染 防止 法 ・・出 來 ル ダ ケ嚴

格 二施 行 ス ベ キデ アル が、 ソ ノ数 果 ノ・矢 張 リ相 封 的

デ、 絶 封 的 ノ数 果 ・・、患 者 ノ療 養 所 牧容 ニ ヨ ラ ネ バ ナ

ラ ナ イ。

Savonen(フ ィソラ ン ド):

フ.ソ ラ ソ ドデ ・・家 族 内 ノ 感 染 源 ヲ常 二 各 自 ノ 方 法

ニ ヨツ テ認 識 スル コ トニ努 メ テ ヰル 。即 チ全 國 ヲ幾 ツ

カ ノFtirsorgedistrict二 分 劃 シ、 現在 ノ・21二 分 レ全

人 ロ ノ約 牛 数 ヲ包 含 ンテ ヰル 、年 々2個 宛 培 加 シ、 約

15年 後 二 ・・約50/Ftirsogestelleガ 出 來 ノレ。 フ ィ ソ

ラ ソ ド全 國 ノ佳 民/80%・ ・田 園 二 住 ミ、20%が 都 會

二住 ソ デヰ ル 。 各 匠(Destrict)ニ ハ 約10ノ 地 方 組 合

(Landgemeinden)ト 約7萬 ノ住 民 ヲ包 括 シ、1人 ノ專

門署 が之 ヲ指 導 ス 。彼 ・・1塁 ノ「v」線 装 置 ヲ持 ツ テ各

組 合 ヲ1年 二数 同巡 同 シ、大 衆 診 察 シ、 疑 ハ シ イ モ ノ

ノ登 見 二努 メノレ。

Patricio「 ポル トガル):

Misiewiez(ポ ー ラ ソ ド):

家 族 内感 染 例 ノ統 計 、 演 者 ハ 、患 者 ヲ強 制 的 二家 族 カ

ラ隔 離 ヌ ル コ ト・・不 可能 ナル ノ ミナ ラ ズ、不 當 デ ア リ

寧 ロ誤 リデ アル 。 ソノ結 果 結 核 恐怖 症 ヲ起 シ、ヌ ベ テ

ノ理 解 ト防 禦 トヲ不 可 解 ニ ス ル。 之 二反 シ、嚴 重 ナ ル

家 庭 内感 染 防 止 法 ノ逡 奉 、 衙 生 的 訓 育 ヲ重 要 硯 シ、結

核 患 者 二要 求 サ レル コ トハ 全 國 民 ガー 般 的 ナ 風 俗 ト

シテ努 力 實 行 ス ベ キ デ アル ト述 ベ テ ヰ ル 。

Breccia(イ タ1,一):

家 庭 内 感 染 防 止法 ト シテ 、患 者 ノ敏 育 、 住 居 ノ改 良 、

居 住 者 ノ生活 法 ノ改 善 、自衛 法 ノ敏 授 、 定 期 的 診 察 、

慈 惑 病 院 ヘ ノ牧 容 等 ヲ暴 ゲ テ ヰル 。

Heitmann(ノ ル ウエ ー):

上 述 諸 家 ノ方 法 ノ上 二 夏 二、B.C.G.ノ 豫 防接 種 ヲ 加

ヘ ル コ トヲ提 唱 シテ ヰル。

1～ayseトPetersen(ト1イ 望):

ノル ウエ ー ト同様 ド1ツTtiringen聯 邦 二於 テ施 行 セ
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ル 法律的 ノ結核豫 防強制法 ノ良成績 二就 テ報告ス。

其 他多倣 ノ辮士 ニ ヨリ、敏 育法 トカ強制法 トカニ就 イ

テ論 ゼラ レ、一部 ニノ・多少反封意 見 ノモ ノモアツタ。

次 同第11同 國 際 結 核 會 議 ノ・1939年9月 下 旬.ド ⊥2

Berlin二 於 テ行 ノ・レル コ トニ決 定 シ閉 會 シタ ・

(刀 根 山 河 端 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

1933年 ヨ リ4年 間 二互 ル結 核 豫 防 試 験 二 於 ケ ル 血

清 學 的 乳汁 楡 査

VonDr.H.Ritteru.GNothdorff:Serologische

MilchuntersuchungenimRahmendesTuberkulose

bek乞mpfungsverfahrensausdenJahren1933-1936・

(Zbl.f.Bakter.Orig.Band145Heft314)

血 清學 的 二結 核 ノ 診 断 ヲ ナス 場 合 補 盟 結 合 反 慮 ヲ行

フ。 之 ノ・Menckガ 初 メ テ ナ セル モ ノ ニ シテ、100%

ノ陽性 卒 ヲ示 ス ト報 告 サル 。後 多 数 ノ學 者 ニ ヨ リ實 験

サ レ・種 々 ノ報 告 ア リ。即或 ル 限 ラ レタル 範 園 内 ニ テ行

ノ・ル ベ キモ ノ トナス 者 、全 ク無 償 値 ナ リ ト言 フ者 、 乳

房 結 核 ノ 場 合 ・・100%二 、叉 ノ・90%二 、叉80%二 陽性

ナ リ ト實 験 者 ニ ヨ リ匠 々ナル 報 告 ア リ。 著 者 ノ・19898

例 ノ牛 乳 ニ ツ キMenckノ 方 法 ヲ更 二 簡易 化 セ ル 方 法

ヲ以 テ1933年 ヨ リ1936年 迄 ノ4年 間 二 亙 リ 實 験 セ

リ。之 ト同時 二氣 管枝 粘膜 試 験 ヲ行 ヒ細 菌 學 的 槍 査 ヲ

ナ セ リ。

試 験 成 績 ・・大 略 次 表 ノ如 シ。

第1表

Einzelmil-

chsemm

Viertelmil.

chserum

1933
●

negatlV 93.5% 74.4%

Positiv 6,0タ6 23.5%

Eigenhemmung 0.4% 1.9%

1934
●

negat1V 94.3% 86.0%

Positiv 5.0% 13.0%

Eigenhemmung 0.7% 1.0%

1935!36
●

negat1V 95.6%
●

88.0%

Positiv 3.8% 11.7%

Eigenhemmung 0.5% ,0.2%

第2表
ohneklinischen「

Verdacht

mitklinischem
Vadacht

1933
一

●

negat1V 95.1%
一一一

38.8%

Positiv

一

4.6% 55.5%

Eigenhemmung 0.3% 5.5%
一

1934

●

negat1V 87.4% 89.2%
一

Positiv 4.4% 9.8%

Eigenhemmung 0.6% 0.9%

1935136
●

megat1V
I

95.8% 86.4%
一一

Positiv 3.6% 13.6%

1Eigenhelnmm19 0.5% 0.0%

I

I

更 二 之 ヲ 封 照 トシ テ ナ セル 細 菌 學 的 検 査 成 績 ト比 較

スル ニ 、毎 常 一 致 ス ル トノ・限 ラ ズ却 ツ テ 逆 ノ成 績 ヲ示

セル モ ノ僅 少 ナ ル モ ア リ。 帥 、血 清 學 的 二陰 性 ニ シテ

細 菌 學 的叉 ハ臨 林 上 陽 性 ナノレモ ノ ア リ、之 ハ牛 乳 ノ探

取 時 期 二關 係 アル モ ノ ニ シテ、活 動 性 ノ結 核 病 竈 ガ血

行 中 二破 レタル 場 合 菌 ハ抗 髄 ト結 合 スル カ、叉 ノ・個 饅

ガ共 爲 二抗 燈 形 成 能 カ ヲ失 フ ニ依 ル 、斯 ル 時 期 ニ ノ・検

出 シ得 ベ キ抗 燈 ノ・消 失 セ リ ト見 倣 サ レル 。然 シ斯 ル 場

合 ノ・僅 カ ニ シテ、大 鯉 二於 テ補 髄 結 合 反磨 陰 性 ナ ル 時

ノ・開放 性 ノ乳 房 結 核 ナ キ モ ノ ト診 噺 シ得 。叉 此 ノ反i封

二血 清 學 的 二陽 性 ナル モ 細 菌 學 的 二 陰 性 ナ ル 場 合 ア

リ。斯 ル 時 ノ・却 ツ テ 良 好 ナ ル 暗 示 ヲナ ス モ ノ1・見 倣 サ

ル 。帥結 核 牛 ニ テ初 メ血 清 學 的 二陰 性 ナ リ シモ ノ後 二

陽 性 ㍗ナ リ細 菌 學 的 ニ ノ・菌 ヲ詮 明 シ得 ザル ニ 至 ル 例

ア リ。ζ ハ抗 髄 ノ量 ト進 行 セル 結 核 病 墾 ノ状 態 如 何 二

依 ル モ ノデ ァ リ、是 等 ヨ リ此 ノ試 験 ヲ非 特 異性 ノモ ノ

ナ リ ト言 フノ・當 ヲ得 ズ、ム シ ロ臨 抹 的 細 菌 學 的試 験 ニ

ヨ リ血 清 學 的 診 噺 ヲ更 二債 値 ヅケ ル モ ノデ ア ラ ウ。

(北 研 野 中 抄)

Bilharziaノ 寄 生 セ ル 雨側 性 睾 丸 結 核

F.Kr6ber:EinFallvondoppelseitigerHodentu・

berkulose,diemitBilharziavergesellschaftetwar.

(ArchivfarSchiffsu.Tropen-HygieneBd.41Heft

10)

患 者 ノ・雨 側 ノ睾 丸 腫 脹 ト脱 腸 ノ 圭 訴 ヲ以 テ 外 來 ヲ訪
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レタ、睾 丸 ノ表 面 ノ・凹 凸 シ硬 度 ヲ塘 ス、 陰嚢 中 ニ テ移

動 ス ル モー部 ノ・腫 瘍 ト癒 著 ス 、強 踵 スル 事 ニ ヨ リ疾 痛

ア リ、 精 系 ハ右 側 ヤ ・太 〃、手 術 ス ル ニ腫 瘍 ト睾丸 ヲ

離 シ得 ズ右 側 ノ・全 摘 出 シ左 側 ノ・残 存 ス。手 術 後 血 尿 ア

リ中 二Bilharziaノ 卵 ア リ。 組 織 ヲ検 スル ニBilhar'

zia・Nesterア リヌ.乾酪 攣 性 セル 結 核病 竈 ア リ。Fua・

dinkurヲ 行 ヒタル ニ 左 側 ノ 腫 瘍 ノ・輕 快 シ創 面 ・・治 癒

シ タ。 尿 中 二卵 ヲ見 ズ。組 織 検 査 ニ テ腫 大 セル 睾 丸 ノ

切面 ・・廣 汎 二亙 リ乾 酪 攣 性 ア リ 定 型 的 ノ 結 核 像 ヲ示

ヌ。 肉 芽組 織 ノ 周 園/一 部 分 二Schistsomeneierノ

集 マ レ・ル ヲ 見 ル 、 此 ノ部 二 僅 二 炎症 性 反 磨 ア リ。

Bilharziaト 合 併 シ テ來 タ 睾 丸結 核1・診 断 ス。 結 核1・

Schistsomiasisト ノ・i種々 ノ臓 器 二見 ル モ ノ ニ シテ、結

核 病 竈 ノ・Schistosomeneierニ ヨル 繊 維 性 攣 化 ノ爲 包

マ レ結 締織 性 硬 結 トナル。此 ノ例 二於 テ モ亦 斯 ル 像 ヲ

示 ス 。結 核 ト住 血 吸 轟 病 トノ拮 抗 作 用 ハ 肉芽 組 織 中 ノ
ノ

「エ オヂ ソ」嗜好 細 胞 ノ量 二關 係 ア リ
、住 血 吸 轟 病 ニ ヨ

ル 肉 芽形 成 ノ初 期 ニノ・多 数 二存 在 ジ、繊 維 性 及 ビ硝 子

様 墾 性 ノ進 行 スル ニ從 ヒ消 失 ヌ ル。結 核 性 肉 芽 組 織 中

ニ ノ・「エ オ ジ ソ」嗜 好細 胞 ヲ鉄 ク ヲ常 トシ、類 上 皮 細 胞

及 ビ類 内 皮細 胞 ノ繊 維 性 攣 化 二 際 シ刺 戟 作用 ヲナス 。

(北 研 野 中 抄)

稀 有 ナ ル抗 酸 性 菌 株 ヨ リ製 造 シ タ 「ツ ベ ル ク リ ン」

二封 スル 及 窟

奮 「ツ ベ ル ク リン」蛇 二 非 定 型 的 抗 酸性 菌 株 ヨ リ作

ツ タ 「ツ ベ ル ク リ ン」二 封 ろ ル525名 ノ 小 見 ノ 同時

皮 内 及 膿 成 績

PaulW.Beaven:Reactionsto"Tuberculin"from

anunusualtypeofacidfastbacillusResultsin525

childpenofthesimultaneousintradermalinjection

ofoldtuberculinandら`tuberculin'」preparedfrom

anatypicalMycobacterium(JournalofInfectious

Diseases,Vol.62,No.1,p.92.1938)

著 者 ハ1931年 ニー 見 分 葉 性 肺 炎 ヲ思 ハ シ メル様 ナ 患

見(生 後11週 日)ノ 肋 膜 腔 液 ヨ リ結 核 菌 ナ ラ ザル 抗酸

性 菌 ヲ分 離 シ之 二患 見 ノ名 前 ヲ 附 ケ テRyanMyco・

bacteriumト 命 名 ジ ソ ノ 詳 細 ヲ 報告 ス ル トコ ロガ ア

ツ タ。

今 同 ノ・此 ノRyanMycQbacteriumト 同 一 又 ノ・夫v二

類 似 ノ抗 酸 性 菌 ノ人 髄 感 染例 ヲ 夏 二 蛋 見 シヤ ウ ト企

圖 シテ種 々ナ團 饅 及 環 境 二 生活 ス ル 生 後6ケ 月 ヨ リ

14年 迄 ノ小 見525名 二就 テ人 型 、 牛 型 蚊 二Ryan株

録 865

ヲ以 テ 製 造 シタ ソ レ棚 レノ 「ツ ベル ク リ ソ」ヲ 以 テ皮

内 反 磨 ヲ槍 シテ見 タ。

共 ノ結 果 一 ヨ7v1・525名/小 見 中 其 ノ4.8%・ ・Ryan

株 「ツ ベル ク リ ソ」二限 ツテ反 磨 シタ。斯 ル 小 見 ノ中5

名 ・・RyanMycobacterium二 感 染 セル 前 記 小 見 ノ肺

臓 症 状 ト精 く相似 ノ所 見.7呈 シテ ノ・居 タ ガ 如 何 ニ ジ

テ モ該 抗酸 性 菌 ト 同 一 ノ 菌 ヲ謹 明 ヌ ル コ トハ不 可 能

デ アツ タ。併 シ實 験 成 績 ヨ リ推 シテ小 見 ノ中 ニ ノ・確 二

RyanMycobacterium二 感 染 シテ居 ル 者 モ ア リ得 ル コ

ト ・思 バ レル 。(九 大 細 菌 占部 抄)

早 獲 病 型 ノ脛 過 二影 響 ヲ及 ボ ス 諸 要 因

LRibadean・Dumys:Lesfacteursquiexercentune

influencesurl,6volutiondelamaladiesansses

formesr6centes.(Bulletindelasoci6t6dep6dia・

triedeParisp.602--6111936)

小 見 結 核 ノ感 染、 罹 患 ノ最 近 ノ統 計 ヲ引用 シ、結 核 性

携 膜 炎 ノ誘 因 トシテ ァ ゲ ラ レル 、 季 節 、 年 齢 、麻 疹 、

百 日咳 、 榮 養 二就 テ ノ諸 説 ヲ述 べ、結 核 豫 防 ノ第 一 八

感 染 ヲ防 グニ アル コ トヲ強 調 シ、フ ラ ソス ニ於 ケ ル コ

ノ事 業 ノ成 功 ヲ説 ベ テ ヰ ル。新 シイ所 論 ノ・ナ イ。

(京 大 小 見科 松 田抄)

小 見=吹 結 核 ノ若 干 ノ臨 淋 像

P・Fonteyne:Quelquesaspectscliniquesdelatub.

erculosesecondairechezl'enfant(Bulletindela

soci6t6dep6diatriadeParisp.611-616)

Condensationpulmonairecurable及 ビr6action

P6rifocaleノ ・小 見 結 核 デ重 大 ナ役 割 ヲ演 ズル。5、6年

ノ観 察 ニ ヨ レバー 般 ニ ソ ノ経 過 ハ 良 好 デ ア ル
。診 断 ニ

ノ・「レ ソ トゲ ソ」ガ圭 役 ヲナ ス。豫 後 ノ良 好 ノ要 件 トシ

テ、打 賠 診 所 見 ノ著 シク ナ イ ノニ 「レ ン トゲ ソ」陰影 ガ

濃 ク大 キ イ コ ト。軟 化 ノ症 状 特 二蝿 音 ノ鉄 如 。 無 熱 ニ

ナ ツ テモ 陰 影 ノ・長 ク存 績 スル コ ト(時 ニ ノ・2年 以 上)
。

膿 重 、脈 数 ハ診 断 二役 立 タ ヌ。 赤血 球 沈 降 速 度 ・・経 過

トZF行 ス ル 。

本 症 ヲLevesque・ ・初 感 染 二 囑 セ シ メ テ ヰル ガ、 第

二 期 ニ ア ラ バ レタ例 モ アル 。 臨 脈 例 トシテ 、骨 結 核 、

肋 膜 炎 等 二共 存 シ タCondensationpulmonairecurable

/3例 ヲ墾 ゲル。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

結 核 感 染 第 一職 梯 ノ維 過 及 ビ 豫 後 二 及 ボ ス 年 齢 ノ

影 響

D.Nob壱court:InHuencedel'agesurl'6volution

etlepronosticdelapremiさreetapede1'infection
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tuberculeuse.(Bulletindelas㏄i6t6dep6diatrie

deParisp.616--621)

初 感 染 が 年 齢 ノ 幼 イ モ ノ ニ オ コ ル 程 豫 後 ノ・ヨ 〃 ナ イ

コ ト ハ 女 ノ表 デ 明 カ デ アル
。

ピル ケ 反 慮 陽 性 ノ年 齢

1、2、3ヶ 月

4、5ケ 月

6、7ケ 月

8、9ケ 月

10、11、12ケ 月

12、18ケ 月

18、24ケ 月

死 亡 率 ノ%

100

69乃 至61

75乃 至76

58

54、45、42

57

30

死 亡 スル モ ノン・一 次 性 病 竈 ニ ヨル ノデ ナ ク、播 種 形 ニ

ヨノレモ ノ デ アノレ。

叉 感染 者 中 ノ非 活 動 性 結 核 モ年 齢 ノ 培 加 ス ル ト共 二

多 クナ ル コ ト次 ノ表 ノ如 クデ アル 。

非 活 動 性 結 核 ノ%年 齢

16-12ケ 月

2012-18ケ 月

4518-24ケ 月

652-6歳

786-10歳

7510-15歳

故 二結 核 感染 第 一 階 梯 ノ 経 過 及 ビ豫 後 二 樹 ス ル 年 齢

ノ影 響 ・・顯 著 デ アル 。(京 大 小 見科 松 田抄)

感 染 後 日 ノ淺 イ 結 核 ノ 形 ノ 多 檬 性 ハ ラ ンケ 説 卜矛

盾 ス ル

M.CoMn:Lavariabilit6desformesdel'infection

tuber㎝10ser6centecontreditlath60riedeRanke

〈Bulletindelasoci6t6deP6diatriedeParisp.621

-627)

徽 毒 ヘ ノ類 推 ヨ リ創 ラ レタ ラ ソケ ノ結 核 段階 訊 ハ理

論 的 ニ ノ・次 ノ難 鮎 ガ アル。即 チ徹 毒 二於 テ・・各 段 階 ノ

経 過 二外 部 的重 感染 が ナ イ ガ 結 核 デ ノ・如 何 ナ ル 時期

ニ モ外 部 的重 感 染 ノ可 能 性 ガ ア、ル。從 ツテ新 タ ナ ル感

染 ガ個鰹 ノ反 慮 ヲ愛 化 セ シ メ得 ル。叉 事實 二於 テ皮 膚

ノ初 感 染 病 竈 ガ症 状 ヲ呈 ス ル コ トモ ア リ、狼 瘡 状 ヲ呈

スル コ トモ ァル ノ ノ・、結 核 ノ病 愛 が感 染 ノ古 サ ト無 關

係 デ アル ー ツ ノ謹 左 デ アル 。著 者 ノ・第 二 同皮 膚 反 慮 ヲ

施 行 ス ル コ トニ ヨ リ2歳 カ ラ16歳 マ デ ノ100例 ノ初

感 染 結 核 ヲ知 リ得 タ際 、コ ノ中 ニ ラ ソケ ノ各 期 二團 ス

〃 結 核 型 ヲ詮 明 シ タ。叉Courcoux,Bidemann,Alib・

録 【第16巻

ert及Bucquoyカ ・成 人 デ感 染 後 日 ノ淺 イモ ノ ヲ検 査

シタ トコ ロ、コ レモ立 ∠之 ノ各 期 ニ ア タル 病 型 ヲ見 タ

トィフ。叉 再 感 染 二於 テ モ初 感 染 ト同一 ノ病 型 ヲ 見ル

コ トが アル 。故 二特 殊 ナ解 剖 的 臨 抹 的 形 態 カ ラ初 感 染

ノ時 日 ヲ推 察 ヌル コ トノ・出 來 ナ イ。 コ ノ時 日 ハ タ ダ

「ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ニ ヨツ テ ノ ミ 近 似 的 二 知 リ 得 ル

モ ノデ アノレ。

結 核 ノ多 檬 性 ノ原 因 ハ 感 染 源 ト ノ 接 鰻 ノ 繰 返 シが種

々異 リ得 ル トコ ロニ アル 。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

初 感 染 ノ経 過 二於 ケ ル菌 量 ノ 役 割 二 就 テ ノ 實 験 的

事 實 、猿 二於 ケ ル 實験 的 初 感 染

D.FArmandDelille:Donn6esexp6rimentales

surler61edeladosedansl,6volutiondelaprimo.

infection.Laprimo.infectionexperimentaledusinge.

(Bulletindelasoci6t6dep6diatriedeParis.p.

628-631)

小 見 ノ初 感 染 二於 テ實 験 的 二 統 制 シ 得 ル モ ノ ノ・菌 量

ノ役 割 デ アル 。

菌 量 ヲ少 クス ル コ トニ ヨ リ實 験 動 物 二 於 テ モ 人 間 二

見 ラ レル 結 核 ノ症 状 ヲ呈 セ シメ 得 ル コ トノ・Boquet及

Coulaudノ 示 シタbコ ロテ アル 。 演 者 ノ・Macaccus

c
ynomolgus及 ビCynoc6phaleノ 幼獣 二人 型 菌10萬 分

ノ1mgヲ 静 脈 内 二注 射 ジ タbコ ロ70日 後 二tuberc・

ulosemiliaireデ 弊 レタ.同 量 ノ菌 ヲ腹 壁 皮 下=注 射

シタ 時 ノ・3ケ 月 後 二96n6ralisati6nデ 整L・ タ。cyn・

oc6phaleノ 幼1獣 ノ肺 二19萬 分 ノ1mgノ 人 型 菌 ヲ肺 内

二注 射 ス ル 時 ハ80日 後 二96n6ralisationデ 弊 レル 。叉

10萬 分 ノ1mgノ 人 型 菌 ヲ1cα ノ溶 液 ニ シタ モ ノニ針

ノ先 端 ヲ濡 シ テ 肺 二 刺 シタ モ ノ デ ハ3ケ 月後 ニハ何

ノ症 状 モ呈 シ ナ イ。 剖 検 ス ル ト ー次 「コ ソプ 以ソクス 」

以 外 ノ墾 化 ヲ見 出 サ ナ イ。コ ノ事 實 ハ病 愛 ノ強 度 ト経

過 トノ・初 感 染 菌 量 ニ ヨル コ トヲ示 ヌ。人 間 二於 テ モ乳

見 叉 ・・抵 抗 ノ弱 イ幼 見 二 多 量 ノ初 感 染 が ア リ、大 量 播

種 ノ アル 時 ノ・肺 二特 二著 シ イ全 勇 ノtuberculosemil・

iaireヲ オ コス 。 反 之播 種 力●緩 慢 ナ場 合 ニ ノ・、 肺 二結

節 ヲ ッ クル ガ 直 チ ニ死 ナ ズニ 、磯 膜 炎叉 ・・結 節 性 紅 斑

ヲ起 シテ來 ル 。故 二全 身 性 ノ結 核 ノ ナ ラ バ レル モ 時 期

ト強 度 トノ・初 感 染 ノ強 度 、毒 力 、及 ビ個 盟 ノ年 齢 トニ

依 存 ヌ ル ト言 ヘル 。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

結 核 幼 鬼 ノ器 質 的 不 安 定

E.Lesn6,G.Dreyfus・S6eetS.Lemaire:L'instab・

ilit60rganiquedesjeunesenfantstuberculis6s・
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(Bulletindelasoci6t6dep6diatriedeParisp.

631-642)

Saint・Georges・Mote1/Consu610Balsanrプvヴ ェソ

ト リ ウム」デ2歳 カ ラ4歳 マ デ ノ幼 見 二就 テ 得 タ検 査

成 績 デ アル 。結 核 感 染 見 ト未 感 染 見 トヲ比較 ス ル ノ ニ

入 所 時 ニ ハ藏 痩 、 胸 園 狭 小 、 脊 桂 ノ 轡 曲 、 「ミク ロ ポ

リア デ ニ ー」、 食 慾 不 振 、 疲 レヤ ス イ コ ト、 紳 経 質 等

ハ雨 群 二於 テ存 在 シ、結 核 感 染 見 二特 有 ナ症 状 ト云 フ

モ ノハ ナ イ。 然 シ コ レ ヲ「プ レ・ヴェソ ト リウ ム」二 牧容

シ3週 間 ノ絶 封 安 静 ノ後6ケ 月乃 至12ク 月 ノ療 養 ノ

経 過 二於 テ比 較 スル 時 ノ・、 結 核 感 染 見 二 盟 温 ノ不 安

定 、 髄 重 ノ不 安 定 、 清 化 障 碍 、傳 染 病 二罹 患 シヤ ス イ

等 ノ器質 的 不 安 定 ヲヨ リ多 ク見 得 ル 。

生 後1年 以 内 二結 核 二感 染 シタ モ ノ ・死 亡 奉 ガ高 ク、

非 結 核 性 疾 患 デ弊 レル モ ノモ 多 イ ノノ・、普 通 ノ傳 染 性

疾 患 二封 ス ル抵 抗 モ 弱 ッテ ヰル カ ラデ アル。臨 脈 的 検

査 、 「レ ソ トゲ ソ」検 査 デ何 ノ異 常 モ ナ ク、永 年 活 動 性

ヲ示 サ ナ イ結 核見 童 ニ ー般 状 態 ノ ヨ ク ナ イモ ノガ多

数 ニ アル ノモ、コ ノ結 核 小 見 ノ器質 的 不 安定 デ説 明 サ

ソル 。 故 二結 核 小 見 ハ、 臨 肱 症 状 、1レ ソ トゲ ソ」所 見

ノ消 失 シタ後 モ永 ク観 察 ヲ必 要 トヌル
。

(京 大 小 見科 松 田抄)

結 節 性 紅 斑 謹 現 ノ諸 條 件 、特 二初 感 染 ノ症 状 トシテ

ノ結 核 性 結 節 性 紅 斑

J.J.Brindschedler:Lesconditionsd,apparitionde

l'e軸 さmen・ulux,eupa・ticulierder6・ytheme

nouluxtuberculeux,sympt6medeprumo・infection .

(Bulletindelasoci6t6dep6diatriedeParisp.

642-一一M8)

最 近 ノ研 究 ノ結 果 ノ・小 見 デ ノ・結 節 性 紅斑 ノ95%二 皮

膚 反 慮 陽性 デ アル。 其 他 、後 二結 核 ニ ナル モ ノ カ・多 イ

コ ト、 結 核 患 者 ノ周 園 二登 見 サ レル コ ト、 肺 、肺 門 淋

巴腺 二墾 化 ノ詮 明 サ レル コ ト、胃 内容 、 血 液 中 二結 核

菌 が謹 明 サ レル 等 ノ 事 實 ニ ヨ リ 結 節 性 紅 斑 ト結 核 ト

ノ關 係 ノ・殆 ド確 定 サvル ニ 至 ツ タ が 演 者 ハ 夏 二i欠ノ

諸 項 ヲ ア ゲ テ コ ノ關 係 ヲ確 詮 シ ヨ ウ トス ル。

1・ 結 節 性 斑 斑 出現 前 二 既 二 皮 膚反 慮 陽性 デ ア ツ タ

モ ノデ ハ 紅斑 出現 直前 二「ア ネル ギー」ヲ 起 サ シムル

疾 患 ノ先 駆 ヲ謹 明 ス ル 。

2・ 饗 疹 ノ際 皮 膚 反 旛 ノ、甚 ダ 強 烈 デ アル ガ 後 ニ ナ ル

ト普 通 ニ ナル 。

3・ 蛋 疹 前 ノ熱 ノアル 時 、疹 が マ ダ極 ク僅 カ シカ出 現
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シ テヰ ナ イ時 ・・皮 膚 反 磨 ノ・弱 イ カ叉 ノ・出 ナ イデ蛋 疹

ノ完 全 二出 ル時 ハ陽 性 二 出 ル。

4.結 節性 紅斑 ノ再 登 ヌ ル 時 皮 膚 反 慮 ノ 再 燃 ス ル コ

トガ アル 。

5.初 感 染 デ「アvル ギ ー」ノ出現 ハ、皮 内反 磨 デ ハ3

乃 至7週 、 皮 膚 反 慮 デ ノ・4乃 至10週 ヲ要 ス ル ガ、 結

節 性 紅 斑 ノ場 合 ノ・「ア レル ギ ー」ノ・ヨ リ突 然 二 出現 シ、

皮 内反 慮 モ皮 膚 反 鷹 モ 同 時 二 出ル 。

6.結 節性 紅 斑 ノ紫 外 線 二i封スル 態 度 ノ・「ア レル ギー」

反 慮 .ト同一 デ ア ル(郎 照射 ニ ヨ リ減 ズル)。 結 節 性 紅 斑i

ヲ組 織 學 的 二槍 査 スル ト、 結 核 結 節 デ ノ・ナ ク 「ツ ベ〃

ク リ ソ」皮 内反 慮 ノ像 二似 テ ヰ ル。

以 上 ヨ リ結 節 性 紅 斑 ノ・結 核 初 感 染 ノ 「ツ ベル ク リ ソア

レル ギ ー」ノ突 然 ノ出現 ト關係 ノ アル 「ア レル ギー」性

ノモ ノデ アル ト言 ヘ ル。(京 大 小 見 科 松 田抄)

麻 疹 二 亥 グ 結 核 性 淋 巴 腺 炎 ノ突 然 ノ出 現

R.Goehrs:Apparitionbrusqued'ad6nitehilaires

tuberculeusesaIasuitederougeole.(Bulletinde

lasoci6t6dep6diatriedeParisp.648-652)

何 等 ノ新 シ イモ ノハ ナ イ。(略)

結 核 感 染 纒 過 中磯 膜 炎 出現 ノ時 期

G.MauriquandetJ.Savoye:Surlemomentd'a・

pparationdelam6ningiteaucoursdel'infection

tuberculeuse.(BulletindeIasoci6t6dep6diatrie

deParisp.658-657)

結 核性 拶 膜 炎蛋 病 前 二 結 核 性 疾 患 ノ 謹 明 サ レタ モ ノ

ガ ドノ位 アル カ トイ フ調 査 デ アル 。 過 去10年 間 ニ リ

ヨ ソ ノ小 見 科 二 結 核 性携 膜 炎 デ 入 院 シ タ モ ノ110例

ノ 中、以 前 二結 核 性疾 患 ノ謹 明 サ レタ モ ノ ノ・5例 デ ア

ル 。6歳 乃 至14歳 ノ小 見 デ、2ケ 月乃 至6ケ 月 以 前

二肋 膜 炎 、 肺 門 淋 巴腺 結 核 、 全 身 違 和 等 ガ 詮 明 サ レ

タ。 結 節 性 紅 斑レ・1例 モ ナ カツ タ。

結 核 デ入 院 シテ ヰ テ磯 膜 炎 ヲ起 シタ モ ノ ノ・41例 ノ中

4例 アル 。肺 結 核 、骨 結 核 等 デ ア ル 。 以 上 ノ統 計 ハ乳

見 ヲ加 算 シ テナ イ。(京 大 小 見科 松 田抄)

小 見 ノr6actionp6rifocale卜typho・bacilloseト

ノ還 イ將 來

P・RohmeretA.Vallette:Avenir610ign6des

ノ 　 ダ

reactlonperifocalesettypho・bacillosesdel'enfant .

(Bulletindelasoci6t6dep6diatriedeParisp.

657-660)

成 人 結 核 ノ 大 部 分 ノ・小 見 期 結 核 ノ再 登 ニ ヨ ル 。小 見 期
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二感 染 時 二激 ジ イ症 状 ヲ呈 シタ モ ノ ト
、漕 伏 性 二経 過

シ タモ ノ ト何 レ・ガ多 ク 成 人 期 二 肺 結 核 ヲ 起 ス カノ・重

要 ナ問 題 デ アル 。1919年 以 來/入 院 患 者 デ、 入 院 時

r6actionP6rifocale,typhobacilloseヲ 呈 シタ モ ノデ、

治 癒 後3年 以 上 経 過 シタ モ ノ26例 二就 テ検 査 シタ。

コ ノ中1例 ハ死 亡 ジタ ガ、コ レハ ム シ ロ例 外 二團 スル

モ ノデ アル 。 帥 早産 見 デ贈 膜 出 血 ガ ア リ、出産 來 母 カ

ラ感 染 シタ モ ノデ、r6actionP6rifocaleガ2年 縫 綾

シ、 麻 疹 、 百 日咳 ヲ病 ミ、4歳10ケ 月 二携 膜 炎 デ死

亡 シテ ヰル 。 残 ル25人 ノ・感 染 ノ事 情 、 年 齢 、 縫 績 、

重 サ ニ於 テ夫 々異 ル ガス ベ テ 治癒 シテ ヰル 。但 ジ共 通

ノ條 件 ト シテ、 感 染 源 カ ラ速 カニ分 離 サ レ、臨 殊 的 二

治 癒 シ、「vyト ゲ ソ」デ肺 病 竈 が硬 化 ス ル マ デ長 ク治

療 シタ トイ フコ トガ アル 。故 二初 感 染 疾 患 二重 感 染 ヲ

防 ギ、衛 生状 態 ヲ ヨ ク保 ツ ナ ラ・・、潜 在 性 ノ初 感 染 ヨ

リ豫 後 が悪 イ トイ フ コ トニ ナ ラ ヌ。

(京 大 小 見科 松 田抄)

小 見 『一 次 』結 核 ノ治 療 、將 來 ノ疾 患 ノ豫 防 二 於 ケ ル

ソ ノ役 割

R.Debr6etM.Lelong:Letraitementdela

tuberculose,,primaire``del'enfant.Sonr61edans

lapr6ventiondes6tapesult6rieuresdelamaladie.

(Bulletindelasoci6tφdep6diatriedeParisp.

661-669)

演 者 ノ此 虜 二言 フ「一 次 」結 核 トイ フ 言 ハ 時 間 的 ナ意

味 シ カ持 タ ヌモ ノデ コ1ノニ 何 等 カ ノ 病 理 登 生 的 ナ 意

味 ヲ附加 スル モ ノデ ナ イ。「一 次 」結 核 ノ・フ ラ ソス デ ノ・

大 部 分 小 見 期 二見 ラ レル 。「一 次 」結 核 ノ特 徴 ノ・ソ ノ 自

然 治 癒 ノ傾 向 ノ大 キ イ コ トニ アル 。然 シ コ ノ治癒 ノ仕

方 二 完 全 ナ モ ノ ト不 完全 ナ モ ノ トアル。コ ノ不 完 全 ナ

モ ノカ ラ後 年 肺 瘍 ガ蛮 生 スル 。肺 瘍 登 生 ノ條 件 ト シテ

感 染 ノ年 齢 、感 染 量 、 重感 染 、 榮養 不 足 、過 勢 等 ガ ァ

ル・が、最 モ豫 後 決 定 二重 大 ナ モ/ハ 第 一 期 二於 ケル 治

療 ノ仕 方 デ アル 。然 シー 般 二小 見 「一次 」結 核 ノ症 胱 が

輕 度 デ アル タ メ ニ、小 兄 ノ生活 ヲ ソ ノタメ ニ攣 更 スル

コ トニ躊 躇 ジが チ デ ァル 。然 シ將 來 ノタ メ ー ノ・嚴 格 ニ

ー 次結 核 ヲ治 療 セ ネバ ナ ラ ヌ。治 療 ノ中 デ最 モ重 要 ナ

モ ノ ノ・安 静 ト感 染 源 カ ラ ノ隔 離 デ アル 。 次 二大 氣 療

法 、 榮 養 、 署 學 的 観 硯 タ トヘ バ 「レ・ソ トゲ ソ」撮 影 デ

アノレ。

治 療 ヲ縫 績 ス ペ キ 期 間。「ツ ベル ク リ ソ」反 磨腸 性轄 化

見 ノ・少 ク モ3ケ 月安 静 ニス ル コ ト。「vソ トゲ ソ」デ 著
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明 ナ攣 化 ヲ呈 ヌ ル モ ノ ノ・1年 以 上 ヲ 越 エ ネ バ ナ ラ メ

コ トガア ル。結 節 性 紅斑 、「レ ウマ チス 」性 瘍 痛 、「フ リュ

ク テ ソ」性 角 膜 炎 二i封 シテ ノ・6ケ 月 ノ・安 静 ガ必 要 デ ア

ル 。 肋 膜 炎 ノ・「vソ トグ ソ」陰 影 消 失 後12ケ 月 ノ・安 静

ヲ要 スル 。「レ ソ トゲ ソ」デ 陰 影 ヲ呈 スル 場 合 ・「ツ ベル

ク リ ソ」反 慮 陽 性 ノ場 合 ・・ス ベ テ 胃 内容 カ ラ結 核 菌 ヲ

探 ス。 コ レ・ガ 陽 性 デ アル 場 合 ニ ノ・嚴 重 ナ注 意 ガ 要 ル。

安 静 療 法 ノ後 二 ・・更 二post・cureガ 必 要 デ アル 。 急

二通 學 サ セル/・ ・イケ ナ イ。特 二大 量 感 染 ヲ受 ケ タ モ

ノ ノ青 春 期 ・・愼 重 ヲ要 ヌ ル 。

以 上 ノ治 療 ヲ途 行 ス ル ニ最 モ適 當 ナ モ ノノ・ 「プ レ ヴニ

ソ ト リ ウ ム」デ アル.コ レニ ヨツ テ ノ ミ、 安 静 、 感 染

源 カ ラ ノ隔 離、 大 氣 療 法 、榮 養 療 法 等 が 同時 二 且 ツ完

全 二行 ヒ得 ル。(京 大 小 見 科 栓 田 抄)
●

一 次性 肺 門結 核 卜肺 門 肺 炎 トノ鑑 別

G.MouriquandetJ・SavoyeDiagnosticentrela

tuberculosehilaireprimitiveetlapneumococcie

hilaire.(Bulletindelasoci6t6dep6diatriede

Parisp.663-674)

Ameilleノ ・不 明 ノ高 熱 アル 成 人 患 者 デ、 「vソ トゲ ソ」

デ肺 二陰 影 ヲ 見 タ カ ラ トイ ツ テ 直 グ 結 核 性 浸 潤 トシ

テ ・'ナ ラ ヌ コ トヲ設 イ タ が、演 者 等 ハ小 見 二於 テ モ 同

襟 ノ關係 ガ成 立 ス ル コ トヲ圭 張 ス ル 。肺 門 二陰 影 ヲ生

ズル モ ノニ ノ・結 核 以 外 二肺 炎 及 セ肺 炎 菌 ニ ヨル 感 染 、

「グ リッベ」等 が アル 。 熱 型 モ 種 々ア リ ソ レ ダケ デ ノ・鑑

別 出來 ナ イ。「ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨 ガ陰 性 ノ場 合 ハ結 核

ヲ除 外 シ得 ル が、「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 陽性 ノ場 合 ノ・鑑

別 が困 難 デ アル 。コ ノ時 最 モ 役 二 立 ツ ノノ・喀 疾 中 叉 ハ

胃 洗瀞 液 中 ノ結 核 菌 ノ謹 明 デ アル 。更 二演 者 ハ ピル ケ

反 慮 ノ強 度 モ参 考 ニ ナル トイ フ、即強 陽 性 ノ時 ハ結 核

ヵ・疑 ・・シ イ ト。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

初 感 染 ノ豫 後 卜肺 門肺 炎 トノ鑑 別 トニ就 テ

Armand・Delille:Aproposde1'avenirdesprimo・

infectionsetdudiagnosticaveclespneumococcies

hilaires.(Bulletindelasoci6t6deP6diatriede

Parisp.674--676)

小 見 初感 染 ノ豫 後 ハ感 染 ノ強度 ト 感 染 シ タ 年 齢 トソ

ノ治 療 トニ支 配 サ レル 。「ツ ベノV〃 リ ソ」反 磨 ガ陽 性 二

轄 化 ス ル 以 前 二肺 二陰 影 ヲ 呈 シテ來 ル 結 核 モ ア〃 カ

ラ、「ツ ベノレ〃 リ ソ」反 慮 陰 性 ノ ミ ヲ以 テ非 結 核 性 ト断

定 出 來 ナ イ コ トヲ例 示 ス ル 。

(京 大 小 見 科 松 田抄)
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3歳 以 下 ノ小 見 ノ初 感 染 結 核 ノ豫 後 ノ要 素

L.Garot,MlleBalletetJ.Schaaps:Elementsde

pronosticdelaprimo・infectiontuberculeusechez

lesenfantsaemoinsde3aus.(Bulletindela

soci6t6dep6diatriedeParis.p.676-683)

初 感 染 二引 績 イ テ死 亡 シタ モ ノ ・2/3ノ ・播 種 形 結 核 デ

死 亡 シテ ヰル 。

感 染 ノ時 期。 速 カニ死 ノ轄 蹄 ヲ トツ タ モ ノ33例 ノ中

16例 ・・1歳 以 下 デ感 染 シテ ヰ ル 。 ソ ノ中9例 ノ・6ケ

月 以 下 デ感 染 シ テ ヰル 。 治 療 シタ モ ノ28例 ノ中1歳

以 下 デ感 染 シタ モ ノノ・9例 、6ケ 月 以 下 デ 感 染 シタ モ

ノハ3例 二過 ギ ヌ。

感 染 源 。 死 亡33例 ノ中傳 染 性結 核 ト長 ク接 鯛 シタ モ

ノガ11例 。 治 癒 ジタ28例 ノ中傳 染 性 結 核 ト 同居 シ

テ ヰ タ モ ノハ3例 シ カナ イ。

衛 生 状 態 。 雨 群 トモ ア マ リ好 マ シ カラ ヌモ ノデ アル

ガ、 治癒 シタモ ノ ・方 ガ ヨ イモ ノガ多 イ。

榮 養 状 態 ト先 行 シタ 疾 患 。コ レ・ラ雨 群 二大 シタ差 異 ヲ

認 メナ イ。

「レ ソ トゲ ソ」所 見 。氣 管 二滑 フ淋 巴 腺 ノ腫 脹 シタ モ ノ

及 ビ「カ ミソ」陰 影 ヲ呈 シタ モ ノノ・死 亡 シタ。 ソ ノ他 ノ

陰 影 ニノ・何 ノ特 徴 的 ナ トコ ロモ ナ イ。「レ・ソ トゲ ソ」デ

豫 後 ヲ決 メル ニノ・経 過 ヲ 追 ツ テ 何 枚 モ撮 ル ヨ リ仕 方

ガ ナ イ。

急 速 ナ播 種 ヲ逃 レル ト豫 後 ノ・ヨク ナル 。

豫 後 ノ決 定 二 ・・生 活 状 態 ノ 肚 會 署 學 的 ナ 調 査 ト感 染

様 式 ノ確 定 トが必 要 デ アル 。呼 吸 器 ノ物理 的機 能 的楡

査 ノ成 績 ・・列 定 困 難 ノ場 合 ガ多 イ。

(京 大 小 見 科 松 田抄)

成 人 ノー 次 、 二 次結 核 ノ豫 後 ト治 療

E.Vaucher:Pronostic610ign6ettraitementedela

tuberculoseprimo・secondairedeIadult.(Bulletin

delasoci6t6dep6diatriedeParisp.683-685)

大 學 入 學 生 ノ 中 皮 膚 反 磨 陰 性 ノモ ノガ33%ア ル 。 コ

ノ中 ノ若 干 ノ・新 二 結 核 二 感 染 ス ル ガ 大 部 分 良 性 デ ア

ル 。 多 ク ノ・漿 液 性繊 維素 性 肋 膜 炎 トシテ ア ラ バ レル

ガ、小 見 二見 ラ レル ト同 様 ナ肺 門 淋 巴 腺 結 核 モ アル 。

骨 、關 節 ノ結 核 ノ・2例 ア ツタ ノ ミ。 結 核 性膓 膜 炎 ハ唯

一 例 ア ツタ ノ ミ
。初 感 染 判 明後 直 二學 業 ヲ中 止 シ敷 ケ

月 衛 生 、食 餌 療 法 ヲ行 ツ タ モ ノノ・一般 二豫 後 ノ・ヨ イ。

少 ク モ8ケ 月 ハ療 養 ヲ要 スル 。反 之 臨 林 上 、「レ・ソ トゲ

ソ」上何 ノ攣 化 モ ナ イ場 合 デ モ、 急 イデ學 業 二就 イタ
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者 ノ豫 後 ハ愼 重 ヲ要 スル 。臨 殊 上著 明 ナ治 癒 ノ後 少 ク

モ2、3年 ・・結 婚 、兵 役 ノ・禁 ズ ベ キ デ テル 。 ソ ノ後 毎 年

臨 抹 的、「レ・ソ トゲ ソ」的 二監 覗 ス ル 必 要 が アル 。 生 物

反 磨 ノ中赤 血 球 沈 降 速 度 が最 モ 簡 軍 デ 感 染 ノ 進 展 ヲ

知 ル 上 二正 確 ナ規 準 トナ ル 。患 者 二金 ノ盛 類 ヲ使 用 ス

ル コ トニ ・・断 然 反 封 シタ イ。叉 感 染 ノ急 性 期 二外 科 的

療 法 特 二 人工 氣 胸 ヲ行 フ コ トモ 賛 成 出來 ナ イ。氣 胸 ハ

却 テ悪 化 セ シメ、 播種 ヲ起 ス 危 瞼 ガ アル 。

肋 膜 炎 モ 出來 ル ダ ケ穿 刺 シナ イ方 ガ ヨイ。 骨 、關 節 ノ

結 核 ニモ 手 ヲ加 ヘ ナ ィ方 が ヨ イ。

日光 療 法 モ充 分 控 へ 目 ニ ヤル 方 ガ ヨイ。腹 膜 炎 二封 シ

テ モ 日光 ノ量 ヲ充 分 注 意 シテ加 減 セ ネ バ ナ ラ ヌ。

(京 大 小 見科 松 田抄)

都 市 ノ乳幼 見 結 核 ノ経 過

MlleG.Dreyfus.S6e:Evolutiondelatuberculose

dupremierageenmilieuurbain.(Bulletindela

soci6t6dep6diatriedeParisp.685-691)

9ケ 月以 上3歳 マ デ ノ5例 ノ 治 癒 シタ 結 核 小 見 ノ詳

細 ナ病 歴 ヲ墾 ゲ、治 療 ・・安静 トヨキ衛 生状 態 ト大 氣 療

法 ト充 分 ナ榮 養 ニ ソ キ ル コ トヲ述 ベル 。叉 充 分 ノ施 設

ト監覗 サ へ.アル ナ ラ 乳 幼見 ノ 結 核 患 者 ・・市 内 デ モ充

分 治療 シ得 ル ト。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

肺 淋 巴 腺初 感 染 ノ 「レ ン トゲ ン」的 痕 跡 トソ ノ診 断

J.Genevrier:S6quellesradiologiques610igin6es

desprimo・infectionganglio・pulmonairesetleur

diagnostic.(Bulletindelasoci6t6dep6diatriede

Parisp.691-一 一693)

肺 門部 及 ビ ソ ノ附近 ノ 石 茨 化 叉 ハ 肺 門 カ ラ 線 状 二肺

野 ニ ノ ビル 陰 影 ヲ見 テ、コ レ・ノ・自然 治癒 シ タ結 核 デ ア

ル ト シ、コ ノ爲 眞 ヲ見 タ ダ ケ デ巌 痕 性 結 核 ノ診 断 ヲツ

ケ ル モ ノガ アル 。演 者 ノ・コ ノ解 繹 二 反封 スル 。 色 々二

解 繹 サ レテ ヰノレ陰 影 ノ・肺 門部 ノ正 常 陰 影 二 過 ギ ナ イ.

氣 管 枝 及 ビ血 管 ノ陰 影 二 封 シ 長 イ間 、 濃 厚 ナ肺 門 ト

カ、 稠 密 ナ肺 門 トカ、錯 雑 シ タ肺 門 トカ ノ名 稻 ガ與 ヘ

ラ レテ來 タ 。然 シ コ ノ結 節状 ノ。稠 密 ナ、明確 ナ 周 邊 ヲ

有 ス ル 陰 影 及'ビ線 状 ノ 陰 影 ・・何 時 マ デ モ 皮 膚 反 磨 陰

性 ノ人 間 二永 ク存 在 シ得 ル モ ノデ アル 。 カ ・ル 「レ ソ

トゲ ソ」所 見 ヲ呈 シテ ヰ タ 成 人 二新 二結 核 初 感 染 ノ症

状 タ トヘ バ 結 節 性 紅 斑 、 肋 膜 結 核 、肺 病 寵 等 ヲ見 ル コ

トガ アル。所 謂 「搬 痕 性 」陰 影 ヲ有 スル モ ノ ガ皮 膚 反 慮

陰 性 デ ァル コ トヲ承 認 スル ノハ無 理 デ ァル 。ソ レ ヲ避

ケ ル ニ ・・ニ ツ ノ設 明 シ カ ナ イ。一 ツ ・・搬 痕 ・・非結 核 性
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疾 患 ノ痕 跡 デ アル トス ル カ、 他 ハ、良 性 ノ結 核 デ ノ・皮

膚 反 慮 ガ何 時 マ デ モ 陽 性 デ ァル ヤ ウナ 「ア レル ギ ー」

ヲ惹 起 シナ イ トヌ ル カデ ア ル。コ ノ第 ニ ノ假 訊 ヲ信 ズ

〃 モ ノ ガ若 干 アル が、ソ ノ観 察 ノ・不 充 分 デ アル 。 相 談

所 、學 校 等 デ数 年 ヲ オ イテ 皮 膚 反 磨 ヲ繰 返 シテ 陰 性 二

縛 化 シ タ ノ ヲ見 タ コ トガ ナ イ。

故 二小 見 ノ非結 核 性 ノ急 性 叉 ハ慢 性 ノ疾 患(氣 管枝 肺

炎 、 肺 炎 、 氣 管 枝 喘 息、下 降 性 氣 管 枝 感 染 ヲ件 フ鼻 咽

頭 「カ タノレ」「ア デ ノイ ド」)ガ搬 痕 ヲ残 ス ノ デ アル 。 ソ

ソ が石 友 化 セル 淋 巴腺 、 葉 間肋 膜 炎、 肋 膜 癒 著 、間 質

ノ梁 部 ノ濃 厚 化 トシテ見 エル ノデ アノレ。皮 膚 反 慮 が永

〃 陰 性 デ アル コ1・ガ コ レ ラ ノ 攣 化 ガ 非 結 核 性 デ ア〃

コ トヲ示 ヌ。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

臨 淋 上健 全 デ ア ル 青 年 ノ胸 内 石 次 化 竈 ノ 「レン トゲ

ン」像 二就 テ

P6huetMeerssemau:Surlesunagesradiologiques

decalcificationintrathoraciqueschezdesadolesc・

eutscliniquementsains.(Bulltetindelasoci6t6de

p6diatriedeParisp.693-694)

第14兵 團 初 年 兵 ト軍 衛 生學 校 生徒 トニ 就 テ4年 間検

査 ンタ結 果 ・17800人 ノ中 「レソ トゲ ソ」ST石 灰 竈 ヲ登

見 シタ モ 〃 ・0.64%乃 至8.3%デ アツ タ。 コ ノ相 違

ハ、透 親 ニ ヨツ タモ ノ ト爲 眞 ニ ヨ ツ タ モ ノ トアル コ ト

ニ,由來 シテ ヰル 。 初 感 染 ノ時 期 ハ不 明 デ アツ タ。

(京 大 小 見 科 松 田抄)

幼 見 期 二結 核 初 感 染 病 竈 ヲ呈 シ タ 小見 ノ運 命 ハ 如

何

Ch.CohenetE.Schellinck:Qualestlesortdes

enfantspr6sentantdansleurtendreenfancedes

l6siondeprimo・infectionstuberculeuses?(Bulletin

・delasoci6t6deP6diatriedeParisp .694-697)

2歳 以 下 デ感 染 シタ6人 ノ小 見 ノ豫 後 ヲ 楡 シ タ トコ

ロ、感 染 源 ノ家 族 外 ニ ア ツタ2例 ハ治 癒 シテ ヰル ガ、

家 族 内 二 感 染 源 ノア ツ タ3例 ノ中2例 ハ 播 種 性 結 核

デ 死 亡 ・y、1例 ・・脊 推 「カ リエス 」ヲ病 ソデ ヰル 。 感 染

源 不 明 ノ例 モ播 種 性 結 核 デ死 亡 シテ ヰル 。髄 質 ノ遺 傳

モ ー 役 演 ズル ラ シイ。(京 大 小 見科 松 田抄)

小 見 結 核 二 封 ス ル 闘 孚 二 於 ケ ル 『監 視 附 キ 里子 』ノ

方 法 、CeutredeThorey二 登 録 サ レタ成 績

ParisotetCaussade:Lam6thodedu,,placement.

familialsurveil16``danslaluttecontrelatuber-

culoseinfantile.Resultatseur6gistr6sauCeutrede

録 【第16巻

Thorey.(Bulletindelasoci6t6deP6diatriede

Parisp.697-707)

MeurthetMoselleノ 肚 會 衛 生局 小 見 部 デ ノ・f■

ノPlacementfamilialdeTout・Petitノ 形 式 ニ ナ ラ ソ

テ監 覗 附 キ里 子 ヲ 行 ヒ、300人 ノ小 見 ヲ15ケ 村 二預

ケ テ ヰル 。 共 中結 核 ノ 家 族 カ ラ 由來 シ タモ ノノ・211

人 デ 、 開 放 性 結 核 患 者 ノ家 庭 カ ラ由來 シタ95人 ノ中

58人(61%)ノ ・感 染 シ、 非 開 放 性 結 核 患 者 ノ 家 庭 カ ラ

由來 シ タ80人 ノ中24人(30%)ノ ・感 染 ジ テ ヰル 。 喀

疾 二 菌 ガ 出 ナ イ ト構 スル モ ノモ 安 心 ハ 出來 ヌ ワケ デ

アル 。 然 シ生 誕 直 後 二母 カ ヲ離 シタ モ ノ36人 ノ 中1

人 モ感 染 シタ モ ノ ノ・ナ イ。合 計127人 ノ感 染 者b84

人 ノ未 感 染 者 トガThorey二 來 タ ワケ デ アル 。 雨 群

トモ登 育 ヨ 〃、死 亡 シタ モ ノ ハ感 染 者 群 デ3人 、 非 感

染 者 群 デ11人 デ アル 。 故 二結 核 感 染 ガ均 盟 ヲ弱 ラ セ

ル ト ハ云 ヘ ナ イ。然 シ コ レ ラ ノ ヨ イ成 績 ヲオ サ メ ル タ

メ ニ ノ・次 ノ條 件 ガ必 要 デ アル 。

1.既 二人 工 榮 養 トナ リ、蛋 育 状 態 良 好 デ何 等 ノ疾 患

ヲ有 シナ イ モ ノ ノ ミヲ」枚容 シ、少 ク モ生 後2ケ 月 以 後

タ ル コ ト。

2.里 子 ノ保 育 者 ノ管理 ヨロ シキ ヲ得 ル コ ト。看 護 婦

ノ・毎 日乳 ヲ配 達 スル 際 小 見 ヲ観 察 ヌ ル コ ト。

3.牛 月 二1同 必 ズ小 見 ヲ槍 診 ス ル コ ト。

4.皮 膚 反 慮 陰 性 ノ小 見 ニ ノ・再 三之 ヲ繰 返 シ、陽性 轄

化 見 ノ・特 二注 意 スル コ ト。感 染 見 ト非 感 染 見 トヲ同居

セ シ メナ ィ コ ト。(京 大 小 見 科 松 田抄)

結 核 ノ雨 親 ヨ リ生 レ タ小 見 ノ乳幼 見 期 ノ稜 育

RDuthoidetR.Duhois:L'6volutiondupremi6re

agechezlesenfantsn6sdepal・entstuberculeux

(Bulletindelasoci6t6deP6diatriedeParis.

p.708-710)

過 去6年 間 二小 見結 核 豫 防施 設 二138人 ノ結 核 家 族 ノ

小 見 ガ委 託 サ レタ 。 ソノ 中113人 ハ結 核 二 感 染 シ テ

ヰ ナ カ ツタ。 ソ ノ中10人 が非結 核 性 罹 患 デ死 亡 シ タ

ガ結 核 デ死 亡 シタ モ ノノ・1例 モ ナ カ ツ タ。23人 ノ結

核 感 染 見 ノ 中4人 ハ 結 核 デ 死 亡 シ1例 ノ・膿 胸 デ死 亡

シタ。2人 ノ・結 核 二罹 患 シタ。 即 チ 傳 染 性 ノ結 核 ノ親

カ ラ 由來 シタ小 見 モ 速 カ ニ 隔 離 シテ 保 育 ス〃 時 ハ結

核 二罹 ラナ イ。然 シ満1年 以 内 二感 染 シタモ ノハ注 意

シ テ保 育 ンテ モ 爾 結 核 ニ ヨル 死 亡 率 ハ相 當高 イ。

(京 大 小 見科 松 田抄)

榮 養 卜結 核
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●
G.Mouriquand:AlimentationetTuberculose.(Bu・

lletindelasoci6t6dep6diatriedeParisp.711-

712)

過 剰 ノ榮 養 が結 核 ノ経 過 二 作 用 ス ル トイ フ 考 ハ誤 リ

デ アル 。 過 剰 榮 養 モ亦 榮 養 ノ準 衡 ヲ損 ヒ、器 官 ノ作 用

ヲ害 シ抵 抗 ト免 疫 トヲ減 ゼ シムル。結 核 二感 染 シタ海

狸 ヲ2群 二分 チ、1群 ヲ「ヴィタ ミ ソ」C不 足 ノ飼 料 ヲ

以 テ養 ヒ、 他 ヲ充分 ノ「ヴィタ ミ ソ」Cヲ 含 ム飼 料 ヲ以

テ養 ヒ、 一 定 期 間後 二 同時 二剖 検 ス ル時 ハ、病 竈 ノ・雨

群 トモ 同 ジデ ア ル。 然 シ乍 ラ生存 期 間 ヲ 比 較 ス ル ト
　

「ヴィタ ミ ソ」C不 足 群 ノ方 ガ短 イ
。 即 均衡 ノ ト レタ 榮

養 ハ結 核 ニ ヨル 榮 養 失 調/到 來 ヲ 邊 延 セ シメ抵 抗 ノ

生 ズル 鯨 裕 ヲツ クル 。(京 大 小 見 科 松 田抄)

小 見 結 核 初 感 染 ノ豫 防 卜治 療

P.Armand・Delille:Prophylaxieetth6rapeutique

delaprimo・infectionchezl'enfant.(Bulletindela

soci6t6dep6diatriedeParisp.712-714)

小 見 結 核 ノ有 数 カツ嚴 格 ナ 豫 防 ハ 小 見 ヲ 結 核 患者 ノ

ヰル 家 庭 カ ラ隔 離 シ田舎 ノ健 康 ナ 家 庭 二 里 子 ニ ヤ ル

MフGrancherノ 方 法 デ アル 。Grancherノ ・最 初 コ
ら

ノ方 法 ヲ3歳 以 上 ノ小 見 二就 テ ノ ミ行 ツ タ ガ
、ワvワ

レ・・1919年 以 來 生誕 直 後 ノ小 見 カ ラ コvヲ 行 フベ キ

コ トヲ圭 張 シテ ヰル 。 今 日 ワ レ・ワv・ ・既 二4000人 ノ

小 見 二就 テ ノ経 験 ヲ有 シテ ヰル 。フラ ソヌ デ ノ、現 在 コ

ノ施 設 ノ・461ノ 支 部 ヲ有 シ、 毎 年6000人 ノ小 見 ヲ里

子 二出 シテ ヰノレ。

既 二感 染 シ初 感 染病 竈 ヲ持 ツ小 見 二封 シ テ へ 有 熱 時

ハ絶 封 安静 、 大 氣療 法 、充 分 ナ榮 養 ガ必 要 デ アル 。 胃

内容 二結 核 菌 が詮 明 サ レル 時 ノ・嚴 重 二 隔 離 ヲ要 スノレ。

第 二 期 デ ハ 「サ ナ トリ ウ ム⊥叉 ノ・「プ レ ヴェソ トリ ウム」

二 牧容 シ、 ヨイ氣 候 ノモ トデ充 分 監 覗 ス ル 。 安 静 ニ シ

毎 日検 温 ジ、 燈 重 モ 再 三 測 ル。

第 三 期 ハ 「サ ナ ト リウ ム」療 法 ヲナ シ、1200-1500「 メ

ー トル 」ノ高 地 デ 充分 ノ榮 養 ト安 静 ヲ トラセル
。 安 静

ハ少 クモ3ケ 月 ヲ必 要 トシ、ソ ノ後 ハ 田舎 デ生 活 サ セ

ル ノが ヨ ィ。(京 大 小 見 科 松 田抄)

小 見 一 次 、 二 衣 結 核 脛 過 中 ノ「サ ナ トリウム 」及 ビ

「プ レ ヴニン トリウム 」療 法 ノ適 窟症 二 關 ス ル 注 意

P.Lowys,T.Marinet,LH.Lafay:NotesurIes

indicationsdelacurepr6ventorialeetsanatoriale

録 sn

aucoursdelatuberculoseprimo・secondiarede

1'enfant.(Bulletindelasoci6t6deP6diatriede

Parisp.714-724)

小 見 結 核 ノー …欠、 二 次 型 ノ大 部 分 特 二sp16nopneu・

monieノ 、「プ レ・ヴェソ ト リ ウム」二攻 容 ス ベ キデ アル 。

病 竈 ノ大 小 二拘 ラズ 開放 性 ノ モ ノ ・・ヌ ベ テ 「サ ナ ト リ

ウム」二牧 容 サ レ ネバ ナ ラ ヌ。 ヨイ結 果 ヲ學 ゲル タ メ

ニ ハ雨 種 ノ施 設 ガ ヨク聯 絡 セ ネバ ナ ラ ヌ。

討論 。Armand・Delille:spleno・pneumonieニ ノ・乾 酪

性 肺 炎 二移 行 ス ル モ ノモ ア リ、最 初 二 ・・ソ レ ガ豫 見 出

來 ナ イ カ ラ、 先 ヅ 「サ ナ1・ リウ ム」二 入Vル ベ キ デ ァ

ノレ。

M.Lesn6:「 サ ナ1・ リ ウ ム」 ニ ノ・「ベッド」ノ 籔 が少 イ

シ、 且 ツ重 感 染 ノ危 瞼 モ アル カ ラ、此 塵 ニ ハ浸 潤 性、

潰 瘍 性 ノ開 放 性 結 核 ノ ミ ヲ 牧 容 シ、 初 感 染 結 核(spL

6no・pneumonie,congestion6pituberculeuse,sciss・

urite)・・「プ レ ヴェソ ト リウ2・」二 入所 セ シム ベ キ デ ア

ル 。(京 大小 見科 松 田抄)

結 核 初 感 染 獲 見 ノ際 ノ學 校 環 境 ノ重 要 性

MauriceFreyss:L'importancedumilieuscolaire

pourled6piotagedelaprimo・infectiontabercule-

use.(Bulletindelasoci6t6dep6diatriedeParis。

p.725-728)

適 當 ナ時 二登 見 シ 治 療 ス ル ナ ラバ 小 學 校 見 童 ノ肺 門

淋 巴腺 結 核 ノ豫 後 ハ ヨ イ。學 童 デ 最 モ 感 染 ノ多 イ年 齢

ノ・6歳 ト7歳 、i欠 二12歳 カ ラ14歳 マ デデ ア ル。 學

業 ノ員 澹 ノ過 大 、傳 染 病 ノ・結 核 感 染 ヲタ ス ケ ル カ ラ授

業 ト授 業 トノ間 ノ 休 憩時 間 ヲ充 分 長 ク スル 必 要 ガ ア

ル 。(京 大 小 見科 松 田抄)

「サ ナ トリウム 」治療 ニ ヨ リ 安 定 シ タ 青 春 期 ノ初 感

染 ノ1例

A.Zillhardt:Uncasdeprimo-infectionde1'age

pubertairestabilis6parcuresanatoriale(Bulletin

delasoci6t6dep6datriedeParisp.728-729)

成 人 二 於 テ モ 皮 膚 反 慮 ト「レ ソ トゲ ソ」検 査 ト ヲ系統

的 二繰 返 ス 時 ・・初 感 染 ヲ登 見 シ得 ル 。治 療 期 間 ハ充 分

長 クス ル ガ ヨ イ。 演 者 ノ報 告 ス ル11歳 ノ女 見 ハ初 感

染 後 「サ ナ ト リウ ム」デ8ケ 月治 療 シタ。

(京 大 小 見科 松 田抄)
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一 般 學 術 雑 誌

小見結核 ガ健康小見二感染 スル程度 二就 テ

Rietschel:(Mdnch.med.Wschr.Nr.47,1937ノ

小見結 核中感染源 トナ リ得 ル病型 二關 シテノ・先 ヅ乳

見結核 ハ総 ベテ 滲 出性乾酪性 デ 且開放性 デアル カラ

他 ノ健 康兄 二封 シテ・・常 二感染 可能 デ アル。叉 力'ル

乳見結 核ノ・父母 、組父母、召使 等 カラ感 染 シタ事 ヲ考

慮 シテ他 ノ健康乳見 ニモ感染源 トナ ラナ イ様 二注 意

ヲ要 スル。

稽 く成長 シタ 小見 二 關 シテ・・ラ ソケ ノ病期 ニ ヨツテ

關係 が違 フ。

第一次結核 ノ・乾酪性肺炎 デ アル ガ他 見二i封 シテ ノ危

瞼 ノ・少 イ。叉此 ノ時期 ・・短 カク、臨脈的 二登見 サ レル

事 モ少 イカラ事實上 ノ重要 サノ・ナ イ。

第二 次結核 中ニノ・臨抹症候 ガ 少 クテ 多量 ノ結核菌 ヲ

排 出スル モ ノがアル事 ノ・注意 ヲ要 スル。2--3Ut頃 ハ

友達 ト遊 ブ機會 ハ事實 上 ハ少 イが、矢 張 リカ ・ル患見

ノ・隔離 スル が ヨイ。學 童時 ニノ・感染源 トシテ ノ危 瞼 ガ

アル が意味 ・・割合 二少 イ。叉 時 二・・他人 一比較 的免疫

ヲアタヘル事 が アル。元來結核 ノ豫 防ハ結核菌侵入 ヲ

永遠 二防 グ事 デ・・ナ クテ適 當ナ 時期 二極少量 ノ感染

ヲ起 シ之 ヲ克服 シテ 免疫状態 ヲツ〃ル ノが 圭眼 デ ア

ノレe

第 三 次 ノ結 核 見 ノ・健 康 見 ヘ ノ感 染 力 ・・極 メ テ 強 ク、コ

ノ時 期 ノモ ノ・・友 人 ヨ リ完全 二 隔 離 ス ル 必 要 ガ アル 。

(坂 ロ 内科 岩 田 抄)

類 及 感 ヲ 同時 二併 用 セ ル 際 二於 ケ ル 結 核 血 清 及 感

ノ穀 用

Weiland:(Mtinch.med.Wschr.Nr.49,1937)

結 核 二於 ケル 血 清 學 的 診 断 ハ幾 多/努 カ ー ヨ ツテ今

日使 用 可 能 ノ域 二達 シタ が今 後 爾 方 法 ノ改 良 、 「ア ソ

チ ゲ ソ」ノ改 良 ト共 二如 何 ナル 場 合 二 如 何 ナル 方 法 が

適 當 シテ ヰル カ ヲ 吟 味 シテ 本 血 清 反 慮 ノ 標 準 ヲ定 メ

ナ ケ レノバ ナ ラ ヌ。

著 者 ・・Witebsky-Klingenstein・Kahn法 、Meinicke法

及Haag/Ballungsreaktionヲ 以 テ成 績 ヲ比 較 シタ

ガW.K.K.ハ 徹 毒 存在 ニ ヨ リ 判 定 ヲ 妨 ゲ ラル ・事

ヵ・少 クMeinickeノ ・「ア ソチ ゲ ソ」、 番 號 ニ ヨ ツテ差 が

ア リ、Haagノ ・實 施 二 困難 デ アル 。

是 等 ノ反 慮 ノ 併 用 ニ ヨ リ健 康 者 ニ ハ60例 中4例(7

%)二 陽性、結核以 外 ノ疾患者72例 中11例(15%)二

弱陽性、非活動 性結 核57例 中15例(26%)二 陽性、活

動性 閉鎖性結 核54例 中39例(72%)二 陽性 、開放性結

核61例 中56例(92%)二 強陽性 ノ結果 ヲ得、更 二是 等

ノ反慮 ハ今後豫 防決 定 ノ参 考 トナ シ得ル カ、他疾 患 ト

ノ鑑 別 二資 シ得 ル カ、無 自畳性肺結核 ノ登 見乃至集 團

生活 者 中 ノ疾 患罹 患者登見 二 用 ヒ得 ル トカイフ問題

二封 シテ重要 ナル位 置 ヲ占 ムル ニ到 ル ベ キヲ述 べ更

二本反慮 ニ ヨリ關節 「ロイマ チス ムス」MultipleSk1・

erose等 ノ結 核 二關係 ア リヤ否 ヤ ヲ議論 セ ラル ル 疾

患 ノ本態 ヲ決定 シ得 ベキモ ノナ リナイフ。

(坂 ロ内科 岩 田抄)

流感 卜結 核

Kayser.Petersen:(Mtinch.med.Wschr.Nr.51,

1937)

大 戦後 ノ流感流行 時 二流感 ト結核 トノ問題 ヲ論 ジタ

著者 ハ近時諸種診 断法 ノ改良 ●ニヨツテ 再 ピコ ノ問題

ヲ取扱 ツタガ、結 核 ト流感 トノ鑑 別 二就テ ハ喀疾 中結

核菌陽性 ノ時 ノ ミ確 實 デ「レン トゲ ソ」検査上 ノ鑑 別

ノ・困難 デ叉患者 ノ状態 ニ ヨ リ各例直 チニ「レソ トゲ ソ」

検査 ヲ行 フ トイ フ課 ニノ・ユ カナ イ、赤沈 反慮 ・・雨者共

促 進スル が流感 ノ方 ガ促進度 ガ多 イ様 デアル、血 液像

バー般 署家 ガ全部行 フ トイフ課 ニノ・ユカナ イ。結 核 ト

流感 ハ流 感時以外 ニノ・特 二誤診 ノ才 ソレが多 イ。

流感 流行 二於 ケル 結核患者 ト健 康者 トノ罹 患奉 ハ健

康 ナル勤 人ニ アツテハ47%二 罹 患スルモ 療養所 ノ患

者 ハ18%二 過 ギナ イ。結 核患者 ノ流感 時 二於 ケル豫

後培 悪如 何 ハ結 核 自当 ノ状態及 ソノ トキノ 患者 ノ全

均症状 ニ ヨツ テ決定 サ レル。

流感 ニ ヨツ テ肺結核 ガ登 生スル ト嘗 ツテ イノ・レタモ

ノハ今 日ノ考 ヲ以 テス レバ 流 感様/登 病 叉 ハ「シュー

ブ」ヲ肺結核 ガ トツタモ ノ ト考ヘ テ ヨイ。

(坂 口内科 岩 田抄)

肺結核治療 二於ケル肺機能捻 査 ノ成績

WolfangVorwerk:(Mtinch.med.Wschr.Nr.51,

1937)

肺臓 ノ機 能 ノ・血液 ヲ動脈血化 スル事 デ從 ツテ 肺 機能

不全 二・・動 脈血 ノ酸素飽和度 力◎減少 ヌ・ル。Knipping

ハ此 ノ際 動脈血 ノ「ガス」分析 二 代 フル ニ空氣 ト酸 素
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bヲ 別 々二呼 吸 セ シメ タ際 ノ呼 吸 曲 線(Spirograph)/

差 ノ有 無 ニ ョ ツテ剣 定 シ得 ル事 ヲ述 ベ タ が、健 康 者 ハ

雨 者 二差 ヲ認 メ ナ イ ガ 肺 機 能 不 全 が ア レバ 雨 者 二著

シイ差 ヲ生 ジ、更 二雨 者 二差 ヲ認 メ ナ イ場 合 モ輕 イ運

動 ヲ員 荷 ス レバ 健 康 者 二 ・・差 が無 イ ノニ肺 機 能 不 全

者 ニ ノ・著 シイ差 ヲ認 メ ンメル コ トヲ記 述 シ タ。著 者 ノ・

此 ノ方 法 ヲ臨 沐 的 二 人 工 氣 胸 療 法 ノ 逡 氣 量 決 定及 胸

廊 成 形 術 後 ノ退 院 許 可 ノ適 感 決 定 二 用 ヒ 得 ル 事 ヲ認

メ タ。 叛 口内科 岩 田 抄)

高 「ア レルギ ー」性 組 織 及 雁 トシテ ノー過 性 肺 浸 潤

J.Busche:(Mifnch.med.Wschr.Nr.3,1938)

「ア レル ギー」敏 義 ノ獲 達 ニ ヨソ テ 或 ル 病 原 髄 ガ常 二

人 燈 二 同一 反 磨 ヲ來 ス トイ フ考 ガ破 ラ レ、一 ツ ノ疾 病

中 ノ種 々 ノ症 候 が人艘 ノ 反 慮性 ニ ヨル 差 二過 ギ ナ イ

モ ノデ本 態 的 ニ ノ・一元 的 ナ モ ノデ アル 事 力劃 明 シ、肺

炎 モ亦 組 織 ノ素 質及 反 晦状 態/如 何 ニ ヨ ツ テ 輕 過 ヲ

異 ニ ス ル事 が ワ カ ツ テヰ タ。 ソ レ自髄 無 害 ナ蛋 白質 モ

ソ レ'ガ生 物 デ アル ト無 生 物 デ アル トニ 拘 ノ・ラ ズ前 虜

置 ニ ヨ ツ テ 墾 調 セ ラ レ・「ア レル ギー」化 セ ラ レタ個 饅

二i封 シテ ハ高 「ア レル ギー 」性 ノ寝 潤 ヲ 形 成 ス ル モ ノ

デ ア ル。 今 迄 不 明 デ ア ツ タ モ ノデ今 日 ソ ノ「ア レル ゲ

ン」ノ・不 明 デ アル ガ 兎 二角 高 「ア レル ギーJ性 肺 浸 潤 デ

ァル モ ノが近 時 判 然 シ、迅 速 二吸 牧 シ高 「エ オ ジ ソ」嗜

好 細 胞 塘 加 ヲ件 フ モ ノガ 報 告 サvル 。 著 者 モL6Mer

ノ報 告 ス ル如 キニ 例 ヲ観 察 シタ。 著 者 ノ・L6冊erノ イ

フ如 ク総 ベ テ が 肺 結 核 ノ「ア レル ギ ー」二基 ク 良性 ノ

モ ノナ リ トノ・列 定 シ得 ナ イ デ、 兎 二角 肺 組 織 、 局 所

的 高 「ア レル ギー」性 二基 因ヌ ル ラ ノ ト考 ヘ テ ヰル 。

(坂 ロ 内科 岩 田抄)

堕 化 銅 結 晶像 ノ結 核 性 物 質 ニ ヨル 影 響 二 就 テ

Pfeiffer:(MUncL.med.Wschr.Nr.3,1938)

盤 化 銅 ノ結 晶像 ノ 形 成 ノ・一 定 状 況 ノ 下 二於 テ ・・明 カ

ニー 定 ノ型 ヲ作 ル モ ノデ 、叉 外 界 ヨ リ加 ヘ タ モ ノニ封

シ テ特 異 的 ナ型 ヲ爲 ス モ ノ デ アル が、6%二 蒸 鱈 水 デ

溶 血 シ タ血 液 一滴 ヲ20%ノ 盤 化銅 溶 液 二 入vルbキ

肺 結 核 患 者血 液 ナ レ・バ結 晶像 ・・MalteserKreuzノ 型

ヲ トル 。 同様 ナ結 晶 ノ・結 核 組 織 材 料 ニ ヨツ テ モ 生 ズ

ノシ。

著者 ・・94例 ノ結核材料 中77例 二結 核性 ノ結 晶像 ヲ

認 メ15・例 二不 確實 ナル像 ヲ認 メ2例 ・・失敗 シタ。叉

非結核性材料122例 ニヨツテノ・結核性 ノ像 ヲ示 ヌモ

ノナ 〃、 不確實 ナル像 ヲ示 スモ ノ15例 ニ シテ結 核像

録 873

ヲ否 定 シ得 ル モ ノ ヲ109例 二於 テ認 メ タ 。

(坂 ロ 内科 岩 田 抄)

結 核 ノ治 療 二就 テ

M.Weinberger:(Wien.med.Wschr.Nr.48u.49,

1937)

結 核 ノ治 療 ヲ歴 史 的 二見 ルbBrehmer等 ノ唱 ヘ タル

ー 般 療 法 時 代 結 核 菌 髄 叉 ・・「ツ ベル ク リソ」 ヲ 使 用 シ

タ ル 時 代 及 最近 ノ外科 的 治 療 時 代 ノ三 ツ ニ 分 ケ得 ル 。

一 般療 法 ・・食 餌 療 法(「 ビ タ ミ ソ」豊 富 食 餌Sauerbr-

uch・Hermannsdorfer・Gerson一 食 餌)氣 候 療 法、 光 線 療

法 デ アル 。

特 異 性 療 法 一 弱 毒 生菌 ヲ使 用 ス ル 方 法 ト死 菌 叉 ノ・「ツ

ベル ク リ ソ」ヲ用 フル 方 法bガ アル 。前 者 ノ・Friedmann

氏 亀 結 核 菌 、B.C.G.デ アル 。近 時Kutschera-Aichber・

genノ ・重 症 結 核 患 者 ノ皮 膚 ヲ 齪 切 シ 登 育 問 モ ナ4結

核 菌 ヲ塗 布 シテ皮 膚 結 核 ヲ 起 ン 之 ニ テ 好 結 菓 ヲ奉 ゲ

タ 。叉 「ツ ベル ク リ ソ」ヲ適 當 二用 フル トキ ノ・Lieber-

meister氏 法 蚊 二Neumann氏 法 ノ如 ク結 核 感 染 ノ際

二毒 素 二封 ス ル反 旛 性 ガ 活 澄 トナ リ経 過 ヲ良 好 ニス

ル モ ノ ト考 ヘ ラ レテ 居 ル。

化 學 療 法 トシ テ ノ・金 製 剤(SolganalB.Oleos,Krys・

olgan等)ヲ 非 滲 出 性 ノモ ノニ使 用 シテ居 ルW.Neu-

mann・ ・時 二 「ツ ベル ク リソ」b併 用 ス ル ト好 結 果 ヲ墨

グ得 ル ト。

虚脱 療 法 トシ テノ・人 工 氣 胸 療 法 ガ 最 モ廣 〃 行 ハ レテ

居 ル。本 療 法 ハ約1年 間結 核 菌 ヲ楡 出 セ ズー 般 状 態 が

良 好 トナvバ 中止 ス ル 。癒 著 アル トキノ・Jacobtiusノ

癒 著嶢 切 術 ヲ行 フ。コ ノ嶢 切 術不 成 功 二終 ノレトキ叉 ノ・

上 葉 或 ・・下葉 二空 洞 存 シ 廣 ク 癒 著 ス ル トキ ノ・人 工 的

横 隔 膜 麻 癖 ヲ行 フ。

上葉 ノ病 愛 二封 シ テ ・・Grafノ 肺 尖 成 形 術 、肋 膜 外 氣

胸 、 肺 充 填 術 等 ガ行 ハ レ・ル。

コvラ ノ療 法 デ不 充分 ト思 バ レル トキ ・・Sauerbruch・

Brauerノ 脊 桂 側 方肋 骨 切 除 術 ヲ行 フ。

(坂 ロ 内科 村 上 抄)

臨 躰 上人 工 的 二 護 生 セ シ メ タ ル 皮 虐 結 核 ニ ヨル重

症 結 核 ノ治療

KutscheraAichbergen:(W.KI.Wsch.Nr.45,

1937,1544)

狼 瘡 患 者 ノ肺 結 核 ガー 般 二 良 好 ナル 経 過 ヲ トル ハ 既

知 ノ事 實 ニ シテ 著 者 ハ 進 行 セル 肺 及 喉 頭 結 核 患者 ガ

自家 接 種 ニ ヨ リ皮 膚 結 核 ヲ 得 タル ニ ソ レ ト共 二急 憂
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シ テ経 過 良 好 トナ 篭1ル ヲ見 タ リ。

結 核 免 疫 ノ・實 験 的 ニ ノ・生 菌 ニ ノ ミ ヨツ テ 得 ラ レ活 動

性 ノ結 核 病 竃 ヨ リ獲 得 スル モ ノ ・如 シ。

著 者 ノ・カ ・ル 見 解 ニ モ トヅ キ 重 症 肺結 核 患 者 ノ磐部

皮 膚 ヲ齪 切 シ 固形 培 養 基 二 培 養 セ ル ナル ベ ク毒 力強

キ結 核 菌 ヲ接 種 シ テ 皮 膚 結 核 ヲ 生 ゼ シメ 以 テ重 症 肺

結 核 患 者 ヲ治 療 セ ソ トセ リ。接 種 ニ ヨル 刺 戟反 慮 ハナ

ク蛋 熱 モ ミ トメ ズ。 接 種 後 血 液 培 養 ・・陰 性 ナ リキ。

1000人 以 上 二行 ヒ何 等 ノ 危瞼 ヲ認 メ ズ。 局所 ノ攣 化

蚊 ニ ソ ノ組 織 像 、血 清學 的 検 査 等 ノ結 果 ヲ詳 述 ス 。 接

種 極 メ テ困 難 ノ場 合 モ ア リ。 コ ソ ソ ノ「ツ ベル ク リ ソ

ア レル ギ ー」ト・・亭 行 セ ズ局所 ノ攣 化 ハ 之 ヲ治療 ノ必

要 ナル 場 合 ノ・殆 ソ ドナ ク 如 何 ニ シテ 永 ク 縫 績 セ シ ム

ベ キ カ ニ努 力 ス ル ヲ常 トセ リ。(坂 口 内科 葛 谷 抄)

結 核 菌 血 症 二於 ケ ル血 液 像 及 菌 尿 症 ノ観 察

Viktor・Gorletzer:(W.Kl.Wsch.Nr.501937,1702)

定 型 的 多 登 性 關 節 炎 が 治 癒 セ ソ トシ 結 核 菌 血 症 及 菌

尿 症 ノ消 失 スル トキ ノ・淋 巴球 封 中性 嗜 好 細 胞 比(Lym・

pho・neutro・quolient)ノ ・多 ク ノ 場 合 著 明 二上 昇 ・y再蛮

時 ニ ハ下 ル 。同様 ノ關 係 ノ・月 経 ト多 獲 性 關 節 炎 ノ間 ニ

モ認 メ ラル 。

尿 中 二排 泄 サル ・結 核 菌 量 ハ 日ニ ヨ リ異 リ髄 内 二於

テ 強 ク障 碍 セ ラ レ タル モ ノノ・多 ク排 泄 セ ラル 。著 者 ハ

0・02molManganchloridO.6-1.Oaqヲ 静 脈 内 二注 入

ス ル 療 法 ヲ心 臓 内膜 炎 二 使 用 シ 來 リシ ガ之 ニ ヨ リ蛮

熱 ヲ件 フ新 シイ關 節 腫 脹 ヲ起 ス モ淋 巴腺 、中性 嗜 好 細

胞 比 ・・上 昇 シ尿 中ヘ ノ 菌 排 泄 ヲー 時 的 二 上 昇 セ シ ム

此 ノ事 實 ハ結 締 織 ト結 核菌 トノ 園 孚 二於 テ 後 者 ノ敗

退 ヲ 意 味 ス ル モ ノナル ベ シ。(坂 ロ 内科 葛 谷 抄)

假 性 結 核 二 就 テ ノ ー報 告

Dr.BrunoMoretti:EinBeitragzurPseudotuber.

kulose(Deutsch・Tiertirztl・Wschr.1938Nr.3)

病 理 解 剖 學 上 ヨ リ結 核 二似 タ ル 像 ヲ 呈 セル モ ノヲ以

前 ノ・假 性 結 核 ト云 ツ タ。原 因 的 ニ ハ種 々 ノモ ノ ァ リ、

即 チKokzidien,Strongyliden,Zistizerken,異 物 、 腫

瘍 、 細 菌 等 ア リ。 現 在 ハ全 ク細菌 二依 ル モ ノヲ云 フ。

病 原 菌 トシ テ ノ・Bact・Pseudotuberkulosisrodentium,

Bact.Pseudotuberk.ovis,Bact.Pseudotuberk.

Muriumト ア リ、人 間 及 ビ動 物 ヨ リ分 離 セ リ。

著 者 ハ 冬 期 二死 セル 野 兎47ノ ウ チ30nリBact.Ps・

eudotuberculosisrodentiumヲ 分 離 シ タ。 解 剖 所 見 ト

シ テ腸 管 、 肝 、 脾 二結 節 及 ビ乾 酪 様 愛 性 ア リ、腎肺 ハ
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侵 サル ・モノ稀 ナ リ。即 チ食餌性傳染 多 ク空氣傳染 ・・

稀 ナ リ。Bact.Pseudotuberculosisrodentiumヲ 人 間、

野兎(2株)鳩 、家兎、澤沼海狸 トヨ リ6株 ヲ分 離 ス。是

等 ・・「グラムJ陰性 ノ桿菌 ニ シテ 菌綜 ヲ出 シ 叉球菌状

トモナル。蓮 動 ハ1株 二僅 カニア リ、獲 育 モ大差 ナ ク、

肉汁培地 ヲ潤濁 スル、2日 培 養 ニテ薄膜 ヲ生 ズ。血清

學 的及 ビ・沈澱試験 二於 テ・・略 く同一 ノ 成績 ヲ 示 シ人

間 ト野兎 ヨ リ分離 セノレ菌型 トハ同一株 ト観 ラレ、他 ノ

野 兎 ヨ リ分離 セル ー株 ト澤 沼海狸 ヨ リ分離 セル モ ノ

ト同一群 ニ シテ、家兎 ト鳩 ヨ リ分 離 セル ・・何 レノ群 ニ

モ属 セズ全 ク別 個 ノ成績 ヲ示 ス。(北 研 野 中抄)

馬 ノ皮虐及 ビ鼻 中隔結 核

Dr.Nieland:Haut.undNasenscheidewandTuber-

kulosebeimPferd.(Deutsch.Tierarztl.Wschr.1938.

Nr.7)

馬 ノ皮膚及 ビ鼻 中隔結 核 ノ・共 二稀 デアル。皮膚結核 ノ・

圭 二脂肪標痂皮 ヲ生 ジ、所 々脱毛 ス。鼻 中隔結核 ハ結

締織 ノ増殖、潰 瘍形成スル ヲ例 トス レ ドモ然 ラザル症

例 二遭 フ、即チー 頭 ノ馬 ノ蹄 二膿瘍 生 ジ足蹴 眞皮 ハ強

ク増殖 シ、治療 二 依 リー時輕 快 セル モ、2--3週 後之

二似 タル症状 ヲ呈 シ治療 輕快ス。3ケ 月後足背 二手拳

大 ノ腫 脹 ヲ認 ム、(非動性 ニ シテ軟化 セ ズ瞳 痛不 明)軟

膏 ヲ塗擦 シ8週 後 二全治 ス。共後2ケ 月ニ シテ咳漱 ア

リ殊 二吸氣時 ニハ肝 ノ如 キ 音 ヲナス、 時 々鼻汁 ヲ出

ス、次第 二呼吸困難強 〃ナ リ治療 スル モ病状 ノ・悪化 ス

ノレ!ミ ナ リ。胸 壁 二驚 卵大 ノ腫瘍 生 ジ叉尾部 ノ皮膚 ハ

強 ク肥厚ス。

検死 スル ニ、榮養良、背部及 ビ雨胸 壁二藪 個 ノ榛實大一

鷲卵大 ノ結節 ア リ皮膚 ト癒 著ス。鼻 中隔 ハ雨側共 二粘

膜 ノ肥厚 ア リ次第 二健 康部 ヲ移行 ス。乾 燥 シ茨 白色 ヲ

呈 シ潰瘍及 ビ苔ハナ シ。粘膜 ノ肥 厚部 ハ極 メテ小 ナル

光澤 アル病 竈 ヨ リ成 リ之 ガ合 シテ大 ナル 病竈 ヲナス。

右 心耳稽 く堅 ク硬結 ア リ。咽頭諸 筋肥厚 セル ノ ミニ シ

テ淋 巴腺其他 二墾化 ナ シ。組織學 的検 査 ニテ皮 膚 ハ禰

麓 性 二大細胞増殖淋 巴細 胞浸潤 ア リ巨大細胞 及 ビ乾

酪 様愛性部 モ ミル。 郎 チ定型的 ノ結 節像 ヲ呈 ス。鼻粘

膜 ハ上皮下 二淋 巴球「工才ヂ ソ」嗜 好細胞、類上皮細胞、

巨大 細胞 ノ渡潤蛇 二増殖 アリ、深部 二繊 維性結 締織及

ビ大 細胞 ノ墳殖 ア リ。心耳 ニノ・結 核性 ノ 墾化全 クナ

ク、繊維性組織 ノ壇殖 ア リ初期化骨 ノ像 ヲ示ヌ。咽頭

筋 ハ結 核性攣化 ナク 唯筋組織 ノ肥大 ヲ認 ムル ノミナ

リ。(病 竈 ノ結核菌 ノ存 否及詮 明 二關 シテ何 等 ノ記戴
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ナ シ)。(北 研 野 中抄)

「ツベ ル ク リン」問 題 ノ現 状

VonChr.Russeff:DerheutigeStandderTuberku・

linfrage(Deutsch.TiertirztlWschr.Nr・9・1938)

動 物 ノ結 核 診 噺 方 法 トジテ、「ツ ベル 〃 リソ」反 慮 力重

要 ナ ル モ ノ トジテ使 用 セ ラル ・獄 署 界 二於 テ ・・、適 當

ナ ル 「ツベル ク リソJヲ 選 揮 ジ適 當 ナ ル 様 式 二依 ツ テ、

該 反 慮 ヲ施 行 スル コ ト肝 要 ナ リ。 接 種 方 法 ト ジテ ・・

Zeller氏 雨 側 肩脾 棘 間 皮 内接 種 法 ヲ可 トス。 「ツ ベル

ク リソ」ノ種 類 二關 ジテ ノ・共 ノ 培 地 ニ ヨ リ荏 「ツ ベル

ク リ ソ」ト無 蛋 白 「ツ ベル ク リ ソ」トニ大 別 セ ラ レ、 診

噺 用 ト シテハ 後 者 ノ・非 特 異 作 用 少 キ ニ ヨ リ前 者 ヲ凌

駕 ス。 殊 二Dorset氏 培 地 ヨ リ得 タル 「ツ ベル ク リ ソ」

ノ・適 當 ナ リ。

「ッ ペル ク リ ソノ有 数 成 分 ノ 純 化 二 關 ジテ ノ・多 倣 ノ實

験 ノ結 果 、皮 膚 「ア レル ギー 」性 成 分 ・・蛋 白類 似 物 質 ナ

ル コ トヲ示 セ リ。 最 近 駿 責 セ ラ レ タルPPD.(Puri-

fiedProteinDelivate)・ ・純 化結 核 蛋 白Tuberkulopr-

・tein一 シテ、 弱 「アル カ リ」性 二 於 テ 水 溶 性 ニ シテ

10%溶 液bシ テ使 用 シ得 、i著者 ハ結 核 積 及 ピ海狸 二於

テ ・・、rPPDJノ 最 適 濃 度2-3%ナ ル コ トヲ立詮 シ且

ツrPPD」 モ 「Dorset氏tuberkulin」 二比 シテ 特 二優 良

ナ リ トセ ズ、少 〃 トモ獣 署 學 方 面 二於 テ ・・斯 ル高 債 ナ

ル製 刺 ヲ使 用 ス ル要 ナ キ ヲ述 ブ。

「ツ ベル ク リ ソ」ノ生物 學 的 分析 二就 キ テ ・・、結 核 感 染

個 髄 ノ皮 内 二 「ツ ベル ク リソ」ヲ注 射 セ バ、局所 的 皮 膚

「ア レル ギー 」性 反 慮 ヲ惹 起 スル モ、皮 下 叉 ・・腹腔 内 、

筋 肉内、 静 脈 内 二注 射 セ バM511・y、 往 々「シ ヨッ〃」二

依 リ致 死 ス ル 事 アル ・・周 知 ノコ トナ リ。而 シテ斯 ル2

反慮 が「ツ ベ ル 〃 リ ソ」中 ノ 同 一 ノ 化學 的 物 質 二 依 リ

招 來 セ ラル ・ヤ、或 ・・2種 ノ畢 リタル 物 質 ニ ヨ リテ獲

生 ス ル モ ノナ ル ヤ不 明 ナ リシ カ'、Dorset並 二Ktister

等 二依 リテ、透 析 性 ニ シテ皮 膚 「ア レル ギ ー」ヲ惹 起 ス

ル 皮 膚 物 質(Hartstoff)1・ 「ポ リペ プ チ ー ド」類 似 物 質 ナ

ル・rGiftstoff」ノ2種 ノ存 在 ス ル コb明 瞭 トナ リ、 前 者

ヲ人 類 二實 地 磨 用 セ ソコ トヲ提 言 ス。然 レ共 從 來 ノ透

析 法 叉 ノ・硫 酸 「ア ンモ ソ」分 離 法 二依 ツテ ハ、未 ダ實験

室 内研 究 ノ範 園 ヲ出 ズ。並 二於 テ著 者 ハ5-10%氷 酷

酸 「コ ロ ヂ ウ ム」膜 限 外 濾 過 法 ニ ヨ リ、皮 膚 物 質 ノ簡軍

ナル 純 化 方 法 ヲ研 究 中 ナ リ。本法 完成 セ ラル ・時 ・・診

噺 的 二利 用 セ ラル ・所 大 ナル ベ シ ト。(北 研 野 中抄)

彊 ノ腸 管 系結 核 感 染 二 就 テ
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vonPaulSchumannundKarlFritzsche:Beitrag

zurenterogenenTuberkulose・lnfektiondesKalbes.

(Ber1.TierErztl.Wschr.1938Nr.6)

牛 ノ結 核 感 染 ヲ豫 防 スル ニ ノ・、飼 育 二當 リ結 核 ナ キ状

態 ヲ置 〃 コ トガ疑 ヒ モ ナ ク重 要 デ アル 。斯 ル 見 地 ヨ リ

憤 ノ結 核 醇染 経 路 、傳 染 性 ニ ツ キ多 数 ノ研 究 者 ヨ リ槍

討 サ ル。 即 チ食 餌 ヨ リ感 染 ヌル モ ノ 大 多 鍬 ニ シテ、

Portallymphknoten軍 濁 ナノレ疾 患 ナ リ トスル モ ノ・初

期 感 染 ハ腸 管 二來 ル トナス モ ノ、叉 賓 験 的 二腸 管 結 核

・・少 撒 ニ ンテPortallymphknoten大 部 分 ニ シテ、 次 デ

肺 二攣 化 多 ン トナス モ ノ、先 天 性 結 核 ト空 氣 傳 染 が大

ナ ル 關係 ア リ ト言 フ モ ノ、叉 咽 頭 ト腸 管 二初 期 感 染 ア

リ、等 種 々ナ リ。 著 者 ハ之 ヲ實 験 的 二謹 明 セ ン トシ結

核 性 乳 房 炎 ノ牛(解 剖 所 見 、 肺 結 核 、肋 膜 炎 、 腸 淋 巴

腺 結 核 、結 核 性 乳 房 炎)ノ 乳 ヲ以 テ生 後3日 ノ積 ヲ10

日迄 養 フ。3日 ニ シテ 下痢 ヲ 來 セノレモ 元 氣 ヨク、14

日後 二咳 漱 多 ク元 氣 ナ ク痩 セ、次 第 二呼 吸 困難 加 ノ・リ

ー般 状 態 悪 化 ス。4週 後 二 髄 温41度 トナ リ「ツベ ル

ク リ ソ」反 磨 ヲ ナス ニ強 陽 性 トナノレ。 解 剖所 見 、 咽 頭

淋 巴腺 ノ乾 酪攣 性 、胃淋 巴腺 二膿 瘍 ア リ結 核 菌 ヲ謹 明

ス、肝及 ビ肝 淋 巴 腺 二結 核 性 攣 化 ア リ動 物試 験 ニ テ菌

ヲ謹 明ス 。 腸 淋 巴腺 、PeyerschePlatteモ 亦 侵 サル 、

肺 ハ雨 側 共 二肺 炎 ノ像 ア リ割 面 二小 結 節 ヲ ミル 。組 織

學 的 二咽 頭 二完 全 ナル 初 期感 染 ノ像 ア リ、肺 ノ・肺 炎 像

及 ビ結 核 性 攣 化 ア リ、 肝 、肝 淋 巴腺 、 右 腎淋 巴腺 等 ニ

モ結 核 性 攣 化 ア リ、腸淋 巴 腺 ニ ハ乾 酪 攣 性 、 石 灰沈 著

ア リ。 之 二依 ル ト初 期 感 染 ハ咽 頭 卜腸 管 ニ ア リ、肝 ノ

モ ノ・'第二 次 ノモ ノ ト ミラル 。肺 二於 ケル 攣 化 ハ空 氣

傳 染 叉 ハ吸 入 性 ノモ ノ1・ ミル 。 更 二 生 後3日 ノ未 グ

反 笏 セ ザ ル犠 二結 核 性 乳 房 炎 ノ 牛 ノ 乳 ヲSondeニ

テ1回 飲 マ ス、 生 後31日 二死 亡 、 「ツ ベル ク リ ン」反

慮 強 陽 性 トナル 、咽 頭 及 ビ淋 巴腺 二・・全 ク攣 化 ナ シ、

胃、 腸 、PeyerschePlatte及 ビ淋 巴腺 二 結 核 性 攣 化

ヲ見 ル、組 織 學 的 二咽 頭 二攣牝 ナ ク唯 腸 二初 期 感 染像

ヲ ミル 、他 ニ ハ胃淋 巴腺 二攣 化 ヲ見 ル ノ ミナ リ。 同標

ナ ル實 験 ヲ更 二行 フニ 多少 ノ 差 ・・アル モ 略 く同様 ナ

ル結 果 ヲ得 、以 上 ノ事 實 ヨ リ初 期感 染 ・・咽 頭 叉 ハ腸 二

來 リ他臓 器 ノモ ノ ・・第 ご 次 感 染 ト ミラル 初 期 感 染 ノ

程度 、 病 竈 ノ大 サ等 ハ動 物 ノ 個 性 ニ ヨ リ種 々異 ル如

シ。(北 研 野 中抄)

結 核 ハ養 鹿 家 二封 シ テ危 瞼 力

Dr.H.WalterSchmidt:BildetdieTuberkulose
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近 來 鹿 ノ結 核 二感 染 セ ル 報 告 ハ 多 ク ノ人 ニ ヨ リナ サ

t/テ ヰル 。 此 ノ中 デ 興 味 ノ アル ・・、G.Strohノ 報 告

例 ニ テ、 肺 臓 、脾 臓 並 二横 隔 膜 二櫻 實 大 乃 至 鵠卵 大 ノ

結 節 ア リ、他 臓 器 ニ ハ何 等塗 化 ナ キ モ ノ或 ・・高度 ノ肺

結 核 像 ヲ示 セ ル モ ノ等 ア リ。何 レノ場 合 モ衰 弱痩 削 ス

ル 。 何 レ ノ丈 獄 二於 テ モ角 二關 シ テ ノ記 戴 ハ ナ イ。著

者 ハ長 時 日観 察 セル 健 康 ナ〃鹿 ノ結 核 ニ テ 倒 レ タル

モ ノ_ツ キ解 剖 所 見 トシ テ、左 肺全 部 黄 色 ノ小 結 節 ニ

テ 被 ハ レ・切 面 ・・乾 燥 シ乾 酪標 トナ ル。他 側 ノ肺 及 ビ他

臓 器 ・・攣 化 ナ シ。 角 ノ色 澤 ハ善 通 ナ ル モRosenナ 〃

僅 二Perlungヲ 認 ムル ノ ミナ リ。(北 研 野 中抄)

會 報 酋3雑 報

本 會評議 員 岡 田和一 郎教授 ノ卦

本會評議員東京帝國大學名器敢授岡田和一耶博 士逝

去セラル、同教授ハ本學會線會二於テ「喉頭結核」ノ特

別講演ヲセラル・等本學會ノ爲メニ貢獄 セラレシ事

大ナリ、並二謹ミテ哀悼 ノ意ヲ表ス。

昭和13年5月 中新 入會者

田 中 一 美 中野随江古田四丁目一七〇二 浄

風園内

土 井 三 郎 大連市信濃町一三 三好病院内

菊 池 正 三 麹町匠富士見町 東京逓信病院整

形外科

劉 基 元 卒壌府大察里一六三 準壌聯合基

督病院

中 谷 正 章 四谷匠西信濃町 慶大馨學部内科

敏室

宮 森 久 雄 牛込匠早稻田町九 上田方
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